
研
　
究
タ
イ
農
民
層
分
解
の
論
理

タ
ィ
中
部
の
農
家
経
済
の
分
析
を
中
心
と
し
た
試
論

田
　
　
坂

敏
　
　
雄

は

じ
　
め

に

　
タ
イ
の
農
家
経
済
は
、
日
本
独
占
資
本
に
よ
る
国
内
市
場
の
掌
握
と

拡
大
の
過
程
が
つ
よ
ま
る
な
か
で
、
不
可
避
的
に
進
行
し
て
く
る
家
計

費
の
膨
脹
と
経
営
費
の
増
大
に
よ
っ
て
、
激
し
く
動
揺
し
て
き
て
い
る
。

　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

す
な
わ
ち
正
常
な
剰
余
の
成
立
を
不
可
能
と
す
る
よ
う
た
低
米
価
形
成

の
も
と
で
、
農
業
の
収
益
性
が
ま
す
ま
す
悪
化
し
、
農
業
所
得
に
よ
っ

て
家
計
費
を
充
足
で
き
る
中
農
下
隈
の
経
営
観
模
基
準
が
不
断
に
上
昇

し
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
て
高
め
ら
れ
て
く
る
競
争
水
準
の
も
と
で
農

家
経
済
の
大
量
的
部
分
が
再
生
産
の
破
綻
の
危
機
に
直
面
し
、
農
外
に

ま
た
が
る
半
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
と
農
家
負
債
の
累
積
に
よ
る
質
地
小
作

化
の
傾
向
を
つ
よ
め
て
い
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
タ
イ
農
家
経
済
の
こ

　
　
　
　
タ
イ
農
民
層
分
解
の
論
理
（
田
坂
）

う
し
た
動
向
を
、
と
く
に
こ
の
国
に
お
げ
る
基
本
的
米
穀
生
産
地
帯
で

あ
る
中
部
タ
イ
地
域
の
数
字
材
料
の
分
析
を
中
心
と
し
て
解
明
し
、
そ

の
基
本
的
な
筋
を
た
ぐ
っ
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。

　
資
料
に
つ
い
て
の
補
注

　
　
こ
の
よ
う
た
課
題
設
定
に
あ
た
り
、
わ
れ
わ
れ
の
利
用
し
う
る
資
料
は
き

　
わ
め
て
隈
定
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
タ
ィ
の
農
林
省
が
一

　
九
五
五
年
以
降
毎
年
公
刊
し
て
い
る
』
零
“
§
§
§
一
婁
き
急
ｏ
り
斗
§
宰

　
ざ
邑
は
、
耕
作
面
積
と
生
産
量
の
資
料
を
中
心
と
し
た
作
物
統
計
で
あ
り
、

　
農
家
経
済
の
経
営
構
造
の
分
析
に
資
す
る
よ
う
た
十
分
整
備
さ
れ
た
統
計
が

　
見
あ
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
こ
の
間
隙
を
多
少
と
も

　
う
め
う
る
資
料
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。

　
◎
若
Ｈ
一
２
巨
邑
厚
昌
◎
邑
Ｏ
。
。
目
く
邑
◎
Ｐ
射
膏
ミ
§
尊
◎
ミ
§
サ

　
　
い
ミ
ｅ
§
　
ミ
　
尋
ミ
き
、
§
ミ
り
ぎ
き
朴
◎
§
　
｛
ミ
ぎ
§
　
、
§
ミ
§
“

　
　
§
、
奄
お
３
－
蟹
ふ
ミ
り
§
向
§
（
以
下
、
一
九
五
五
－
五
六
年
農
家
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
（
四
六
三
）



立
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済
調
査
と
略
称
）

　
　
ｇ
巨
け
オ
～
訂
～
ミ
県
　
、
ぎ
ミ
ｓ
室
込
ミ
§
§
内
ｏ
ぎ
ミ
§
Ｎ
§
き
ミ

　
§
§
声
ぎ
ミ
§
｝
、
ぎ
沖
声
Ｎ
§
内
、
、
ｓ
き
ミ
§
享
　
、
．
い
寄
ｓ
－
竃

　
（
『
タ
イ
中
部
に
お
げ
る
農
家
負
債
と
米
穀
取
引
き
（
仏
暦
二
五
〇
〇
１
０

　
一
年
）
』
、
以
下
、
一
九
五
七
－
五
八
年
農
家
負
債
調
査
と
略
称
）

ゆ
　
内
８
昌
｝
罫
艘
彗
９
巨
昌
箏
穴
『
器
§
長
『
ぎ
亭
彗
芽
彗
罫
Ｏ
箏
。
ｑ
０
５
戸

　
声
“
ミ
ｓ
§
竃
ミ
き
§
ミ
§
§
内
　
き
ミ
ぎ
§
、
§
内
　
蔓
迂
ぎ
朴
魯
　
完
尋
や

　
ミ
ｓ
ぎ
喜
ぎ
ミ
§
§
内
Ｏ
ぎ
ミ
ミ
ｓ
§
｛
｝
Ｏ
“
§
灼
ミ
ミ
元
ぎ
恥
き
§
り

　
勺
ら
寄
§
　
（
『
中
部
五
県
に
お
げ
る
農
民
の
土
地
所
有
と
生
産
の
諾
関

　
係
に
つ
い
て
（
仏
暦
二
五
〇
七
年
）
』
、
以
下
、
一
九
六
四
年
農
家
経
済
調

　
査
と
略
称
）

　
　
穴
８
昌
勺
ぎ
艘
彗
ｇ
巨
邑
箏
穴
『
易
量
易
勺
蟹
乎
彗
呉
彗
ぎ
ｏ
づ
ｏ
ｑ
２
県

　
§
ミ
ｓ
§
冬
ミ
き
§
　
ミ
ミ
§
内
　
き
ミ
“
§
亨
§
内
蔓
迂
ぎ
ぷ
魯
　
～
ぎ
－

　
§
、
ぎ
ミ
ぎ
ミ
§
§
内
ｏ
ぎ
ミ
ミ
Ｑ
§
｝
昌
ｏ
尋
§
寒
ミ
刊
ぎ
朴
き
§
曽

　
、
２
旨
§
　
（
『
中
部
一
一
県
に
お
げ
る
農
民
の
土
地
所
有
と
生
産
の
諸

　
関
係
に
つ
い
て
（
仏
暦
二
五
〇
八
年
）
』
、
以
下
、
一
九
六
五
年
農
家
経
済

　
調
査
と
略
称
）

　
　
白
艘
岸
オ
｝
区
｝
ミ
県
婁
ｓ
ミ
ｓ
暑
吻
ざ
Ｎ
§
き
ミ
§
Ｑ
嚢
Ｑ
§
§
§
内

　
９
§
§
婁
§
き
§
内
元
ミ
き
９
§
呉
元
．
い
．
寄
Ｓ
－
阜
　
（
『
中
部

　
タ
ィ
に
１
お
げ
る
農
民
の
米
穀
販
売
と
負
債
状
況
（
仏
暦
二
五
一
〇
１
一
一

　
年
）
』
、
以
下
、
一
九
六
七
－
六
八
年
農
家
負
債
調
査
と
略
称
）

＠
　
９
己
　
勺
◎
Ｈ
－
２
９
＜
伍
ｏ
ｐ
　
卜
ｑ
註
寒
§
§
ざ
、
魯
ミ
“
１
卜
§
～

　
膏
§
ミ
亀
§
ぎ
Ｓ
ぎ
墨
Ｏ
尋
§
内
ミ
ミ
り
ミ
Ｏ
§
キ
ミ
、
§
§
ぎ
督
§
一

　
畠
事
．
（
以
下
、
一
九
六
八
年
土
地
経
済
調
査
と
略
称
）

　
　
ま
た
、
以
上
の
農
家
経
済
調
査
を
補
完
す
る
意
味
で
、
つ
ぎ
の
二
つ
の

五
〇
（
四
六
四
）

　
家
計
調
査
が
利
用
し
う
る
。

¢
　
オ
註
◎
量
一
〇
〇
§
艮
－
ｓ
一
〇
雷
８
一
夢
§
き
◎
ミ
婁
§
ミ
ミ
～
い
ミ

　
ｅ
§
ｏ
§
亨
ミ
ぎ
曳
§
一
お
簑
　
（
以
下
、
一
九
六
三
年
家
計
調
査
と
略

　
称
）
ゆ
５
ま
§
一
・
つ
奪
誓
邑
Ｃ
撃
９
肉
誉
ミ
寒
亭
専
§
§
ざ
吻
葦

　
ｅ
§
お
竃
－
箪
（
以
下
、
一
九
六
八
－
六
九
年
家
計
調
査
と
略
称
）

　
な
お
、
こ
の
ほ
か
戦
後
は
じ
め
て
の
全
国
的
た
農
家
経
済
調
査
と
し
て
従

来
し
ぱ
し
ぱ
利
用
さ
れ
て
き
た
資
料
に
、
　
§
§
§
～
事
§
§
ざ
き
ミ

暑
ミ
§
－
旨
。
。
・
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
も
こ
れ
を
利
用
し
て
農
家
経
済
分
析

主
要
指
標
を
作
成
し
て
み
た
が
、
多
く
の
指
標
が
現
実
か
ら
か
た
り
乖
離
し

た
結
果
を
示
し
た
た
め
、
本
稿
で
は
、
た
だ
一
箇
所
を
の
ぞ
い
て
、
こ
の
調

査
は
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
一
九
七
二
年
に
、
一
九
六
五
年
農
家
経

済
調
査
と
同
一
地
域
（
中
部
一
一
県
）
を
対
象
と
し
た
農
家
経
済
調
査
が
実

施
さ
れ
た
が
、
そ
の
調
査
結
果
そ
の
も
の
は
利
用
し
え
た
か
っ
た
。
た
だ
、

○
罫
茸
ｏ
長
Ｏ
巨
ｏ
霊
斗
お
よ
び
０
０
巨
巨
君
旨
Ｏ
巨
『
遣
彗
３
の
両
氏
に
よ

る
当
該
調
査
結
果
の
報
告
書
（
９
§
内
Ｓ
ま
ト
筆
ミ
｝
§
吻
キ
§
ミ
ミ
ま

Ｏ
§
“
ミ
Ｎ
婁
ミ
Ｎ
§
ト
宕
ａ
Ｉ
お
口
・
団
彗
０
ｑ
ぎ
ピ
　
Ｈ
Ｏ
虐
）
を
利
用
し
え
た

の
み
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
調
査
資
料
は
、
調
査
の
対
象
地
域
と
標
本
数
、
調
査

目
的
と
方
法
、
ま
た
集
計
様
式
た
と
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
に
異
た
り
、
そ
れ

ゆ
え
そ
れ
ら
を
た
ん
に
時
系
列
的
に
配
列
し
て
農
家
経
済
の
歴
史
的
煩
向
を

分
析
す
る
こ
と
は
、
大
き
な
制
約
を
う
け
ざ
る
を
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
農

家
経
済
の
歴
史
的
傾
向
の
分
析
旨
標
を
あ
え
て
作
成
す
る
場
合
に
は
、
時
系

列
的
に
組
合
せ
る
資
料
の
標
本
の
性
格
が
同
一
で
あ
る
こ
と
、
せ
め
て
調
査

地
域
が
同
一
の
経
済
的
性
格
を
も
つ
地
帯
に
属
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
が



点地出抽本標の査調各表考参

＠¢＠＠＠＠◎◎
号番料資

名県

○
　
○

○
　
　
　
　
　
○

○
　
○

○
・
　
○
○

○
○
○
○
○
○
○
　
　
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○

○
　
○
○
○
○

○
○
○
　
○
○

○
○
　
　
○
○

○
○
　
　
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
　
　
　
　
○

○
○
○
○

業
Ｃ
ｈ
Ｃ
ｈ
駒
賄
駒
恥
Ｎ
駒
皿
Ｍ
Ｍ
幻
罰
Ｓ
ｕ
ｈ
Ｍ
閉

商

○
　
　
○

○
○
○
○
　
Ｃ

○
○
○
　
　
　
○

○
　
　
　
　
Ｏ

○
○
○
○
○
○
○

Ｂ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ

繊
“
鴫
Ｍ
辻
ｈ
舳
山
が

鷲
鴛
舳
鴛
鴛

業
趾
Ａ
ｈ
賄
Ｃ
ｈ
Ｋ
Ｃ
ｈ
趾

商

　
　
　
狐

域
　
　
ｈ

地
　
　
９
ｋ

乍
　
　
　
　
ｎ

ｆ
　
　
　
　
　
　
　
〇

一
哨
　
　
　
　
Ｓ

禾
　
　
　
ｇ

的
ｔ
。
・
血

給
ａ
ｙ
ｍ

　
ｒ
　
ａ
　
ａ

自
Ｔ
Ｒ
Ｓ

準

　
ｎ
　
ａ
　
ｈ
　
Ｋ

　
．
ｎ
域
酬
地
Ｐ
乍
ａ
瀞
ｕ
禾
ｈ

的
ａ
ｃ
給
ｈ自

米
一
飯
「
。
璃
貞

家
以
で

忽
肋雛
ぷ
影

農
の
と

（
そ
」
乳

式
ふ
峨
地

方
ど
酎
部

の
　
茅
中

氏
幻
ｍ
，

勝
或
・
は

潜
洲
え
稲
は
引

あ
的
と

誰
篶

は
。
地
属

で
た
給
に

こ
し
自
方

こ
分
準
地

は
区
「
部

式
て
，
北

方
つ
４
，

の
が
～
は

分
た
２
県

区
し
は
諸

帯
に
と
の

地
）
」
＊

量
Ｂ

）
　
　
　
　
　
　
）

１
　
　
　
　
　
９
＾

考備

タ
イ
農
民
層
分
解
の
論
理
（
田
坂
）

五
一
（
四
六
五
）



　
　
立
命
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済
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最
小
限
の
前
提
条
件
と
な
る
。
本
稿
の
農
家
経
済
分
析
旨
標
は
、
以
上
の
諸

点
を
考
慮
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。

　
ち
旋
み
に
、
上
記
の
資
料
の
標
本
抽
出
地
点
（
県
別
）
と
地
点
数
を
地
帯

別
に
表
示
し
て
み
れ
ぱ
、
前
頁
の
よ
う
で
あ
る
（
参
考
表
）
。

米
価
と
地
代

　
〕
　
一
　
農
民
的
商
品
生
産
の
特
質

　
〔
　
現
局
面
に
お
げ
る
タ
イ
農
家
経
済
の
基
本
的
動
向
の
分
析
に
あ
た
り
、

は
じ
め
に
、
米
価
と
地
代
と
い
う
農
家
経
済
の
再
生
産
条
件
を
規
定
す

る
二
契
機
に
注
目
し
、
と
り
あ
え
ず
こ
の
国
に
お
げ
る
米
価
彩
成
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
分
析
を
く
わ
え
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
た
だ
し
、

そ
の
前
に
、
タ
イ
の
農
民
が
小
商
品
生
産
者
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ

と
が
ま
ず
確
認
さ
れ
な
げ
れ
ぽ
た
ら
た
い
。
げ
だ
レ
、
米
価
問
題
が
農

家
経
済
の
基
本
的
動
向
を
左
右
す
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
以
上
、

当
然
、
農
家
経
済
の
再
生
産
が
商
品
経
済
関
係
を
つ
う
じ
て
行
な
わ
れ

て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
結
論
的
に
い
う
な
ら
ぽ
、
農
業
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
化
の
第
－
階
梯
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

す
な
わ
ち
自
給
経
済
か
ら
商
品
経
済
へ
の
転
化
過
程
は
、
タ
ィ
農
業
に

お
い
て
も
、
ボ
ー
リ
ソ
グ
条
約
（
一
八
五
五
年
締
結
）
に
よ
っ
て
世
界
資

本
主
義
の
国
際
分
業
編
成
の
底
辺
に
組
込
ま
れ
て
以
来
、
す
で
に
始
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
（
四
六
六
）

っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
れ
に
ひ
き
か
え
て
、
農
業
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
化
の

第
－
階
梯
、
す
た
わ
ち
商
品
経
済
か
ら
資
本
主
義
経
済
へ
の
転
化
過
程

は
単
純
に
は
す
す
ま
ず
、
む
し
ろ
地
主
小
作
関
係
が
、
資
本
賃
労
働
関

係
の
本
源
的
移
成
と
複
雑
に
絡
み
あ
い
た
が
ら
、
広
範
に
展
開
し
て
き

て
い
る
と
み
た
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
米
作
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ

ア
化
を
軸
と
す
る
第
－
階
梯
の
深
化
の
実
態
を
、
中
部
タ
イ
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

簡
単
に
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　
中
部
一
一
県
に
、
お
げ
る
商
業
的
農
業
の
浸
湊
度
を
籾
商
品
化
率
に
よ

っ
て
み
る
と
、
一
九
六
五
年
時
点
で
、
プ
ラ
ナ
コ
ソ
県
の
自
小
作
農
の

七
一
％
を
最
高
と
し
て
、
五
〇
劣
以
上
の
商
品
化
率
を
あ
げ
て
い
る
諸

県
が
六
県
、
一
五
％
か
ら
四
〇
％
の
あ
い
だ
に
あ
る
諸
県
が
五
県
と
な

っ
て
い
る
（
第
－
表
）
。
ま
た
、
一
九
六
七
－
六
八
年
の
農
家
負
債
調
査

に
よ
れ
ぱ
、
同
時
期
に
お
げ
る
中
部
一
五
県
の
平
均
籾
商
品
化
率
は
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

四
・
二
％
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
部
諸
県
は
、
籾
商

品
化
率
の
地
域
的
格
差
を
、
す
た
わ
ち
商
品
経
済
化
の
地
域
的
不
均
等

発
展
を
う
ち
に
含
み
な
が
ら
も
、
全
体
と
し
て
き
わ
め
て
深
く
商
品
経

済
関
係
に
ま
き
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
タ
イ
と
目
本
の
稲
作
生
産
力
を
一
九
六
〇
年
代
半
ぱ
の

時
点
で
比
較
す
る
と
、
タ
ィ
の
場
合
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
投
下
労
働
量



）年
６
８

７
一

９
６Ｇ率地作小

１
／率農作小

／

と）年
６
５

１
９（率化品商の籾表－第

率

沸

保
－
膵
）

諺
農
碑
）
刷
脇
商
－
量
乃
売
ソ
販
ひ

量
刈
産
ソ生

全
ひ
面
）
付
プ
耕
－
平
積

地
別
有

土
所ｕ男県

４３２

９

＝
ｏ

２

７０
Ｆ
ｂ

３３２

８７１

９８５

１７６

４１７

８４５

７９４１

２９５１

３８８

０３２２

０３２２

１１６１

６
４

６
８

４
８

乍
乍
乍

１
…
■
Ｉ
　
ｆ
　
１
“
１

　
、
　
一
自
自
小

ソナラプ

４
　
４
　
２

７
　
７
‘
　
「
ｏ

３
　
１
　
４

６６３

３０１

１３５

２５６

６８５

０６３

５３１１

７６１１

２３４

１４７１

３９９１

１０２１

４
７

６
４

３
５

乍
乍
乍

ｆ
　
’
什
１
　
１
↑
１

　
，
　
Ｊ
白
白
小

フソト

７
‘
　
７
１

つ
０
　
４

ｎ
ｚ
　
２
一

６１５

７３２

８５１

５０６

６６５

６１５

２９４

４６２１

２９９

２８７

２３２２

３２９１

８８５１

６
４

６
０

４
８

乍
乍
乍

ｆ
　
１
Ｔ
１
　
ｆ

　
、
　
一
自
自
小

ソカラプトツムサ

１
■
　
１
上

ｎ
６
　
一
〇

０
０
　
ｎ
６

８２４

１４３

５９１

４６４

９８５

５３５

９２５

０８０１

５１２１

７３８

４３８１

９６２２

３８５１

６
１

８
１

５
５

乍
乍
乍

ｆ
　
１
－
Ｉ
　
ｆ

　
、
　
一
自
自
小

オサソユチヤチ

３０４

５３３

２６２

１７４

１２２

８０３

６７６

１９５

７０４

９０２１

２５８

３８３

８８７１

１４４１

２４９

５
５

５
０

３
３

乍
乍
乍

ｆ
　
１
↑
１
　
１
Ｔ
ｌ

　
、
　
一
自
自
小

ムトバソコナ

３
　
１
↓
　
’
ｏ

０
　
７
‘
　
＾
■
一

Ｆ
Ｏ
　
Ｑ
ｏ
　
１
↓

９７５

２９２

９２１

８１２

３０２

”

Ｆ
Ｄ
１２

６２２

５
５

６８９

２１１１

６７５

３
１

３
７

１
９

乍
乍
乍

ｆ
　
ｆ
　
ｆ

　
、
　
づ
自
自
小

リフべ

５４８

１１１

４４

０５８

”
”

５６１

２８２

７０１

８
３

１７１

３
７

３０５

６０６

５４３

３
０

３
４

２
２

乍
乍
乍

１
Ｔ
．
　
ｆ
　
１
什
１

　
、
　
一
自
自
小

－りフナヤチソカ

０
　
Ｑ
り
　
７

ｎ
６
　
１
↓
　
（
０

４
　
ｎ
ｏ
　
２

６５４

１３２

３１３

６８５

３４５

５９３

９１１１

４８９

０２４

１１９１

３１８１

３６０１

６
３

６
６

３
８

乍
乍
乍

ｆ
　
４
１
　
ｆ

　
，
　
ｄ
自
自
小

リフラサ

１２６

０３２

９４１

２５６

２７１

６７１

３５２

０１４

５６２

５１３

９６４

６８１

６４２１

４４１１

３０７

３
８

３
５

２
０

乍
乍
乍

■
７
１
　
１
↑
１
　
１
↑
１

　
，
　
４
自
自
小

ト－ナイヤチ

７
　
９
＾

１
　
９
山

［
ｏ
　
ｏ
ｏ

１６１

４６５

４４２

２９１

５９３

０４３

９８１

２８３

９５２

７
６

８６９

１６７

２０４

４
２

３
４

１
８

乍
乍
乍

ｆ
　
ｆ
　
１
↑
１

　
４
自
自
小

リブンシ

９６５
（
Ｏ
　
「
＾
Ｕ

Ｏ
）
　
０
０

ｎ
Ｚ
　
１
■

Ｏ０６

６１２

４８１

０７１

１１４

４０３

３１２

３０５

１４２

１５２１

４２２１

２９

７
‘
１

５
１

５
０

３
４

乍
乍
乍

ｆ
　
１
↑
１
　
ｆ

　
，
　
ｄ
自
自
小

ブソバス

成作りよ表２

　
ユ
　
第
　
査
　
調
　
済
　
経
　
地
　
土
　
年

　
６
８

　
１
９

　
表
　
３
　
２
　
Ｌ

　
２
４
　
第
ル
，
ト
査
ツ
調

リ
済

２
０
経

Ｌ
一
．
家

グ
農
ン
年

タ
６
５
１
９
　
ユ

リ
２
）〕考備〔

タ
イ
農
民
層
分
解
の
論
理
（
田
坂
）

五
三
（
四
六
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
三
号
）

は
一
五
六
．
九
日
、
収
量
は
二
・
二
籾
ト
ソ
で
あ
る
か
ら
、
籾
ト
ソ
当
り

殺
下
労
働
量
は
七
二
．
三
目
と
な
り
、
こ
れ
は
目
本
の
三
三
・
八
目
に

た
い
し
て
約
二
倍
強
を
示
し
、
し
た
が
っ
て
タ
イ
農
業
の
労
働
生
産
性

は
日
本
の
二
分
の
一
以
下
と
い
う
低
水
準
に
あ
る
。
同
時
期
の
日
本
の

米
穀
商
品
化
率
は
平
均
七
〇
％
で
あ
な
か
ら
、
プ
ラ
ナ
コ
ソ
県
な
ど
の

先
進
地
域
で
は
、
日
本
の
二
分
の
一
以
下
の
労
働
生
産
力
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ほ
ぽ
目
本
に
匹
敵
す
る
商
品
化
率
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
タ
イ
農
業
の
労
働
生
産
力
の
相
対
的
低
位
性
に

対
比
し
て
の
商
品
化
の
深
化
、
す
な
わ
ち
剰
余
生
産
物
の
み
な
ら
ず
必

要
生
産
物
部
分
に
ま
で
食
込
ん
で
の
商
品
化
の
進
行
、
を
推
測
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
商
品
化
率
の
高
さ
は
、
一
般
的
に
は
中
部
タ

イ
の
農
民
が
交
換
価
値
目
的
の
商
品
生
産
を
志
向
し
て
い
る
こ
と
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
な
お
、
次
の
点
に
も
留
意
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
つ
は
、
農
民
自
身
の
窮
迫
販
売
に
も
と
づ
く

自
給
部
分
の
商
品
化
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
と
り
あ
え
ず

二
つ
の
事
例
を
あ
げ
て
お
く
。

　
事
例
Ｈ
　
声
畠
↓
ぎ
昆
県
オ
ー
・
っ
ｇ
ｏ
罫
－
ｏ
罫
目
郡
目
亮
■
穴
プ
彗

　
　
　
　
冒
彗
村

　
　
「
ほ
と
ん
ど
の
米
作
農
民
は
、
以
前
か
ら
の
債
務
の
た
め
に
余
剰
米
の
す
べ

　
て
を
手
放
さ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
自
分
自
身
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
（
四
六
八
）

め
に
つ
く
っ
た
米
を
、
農
閑
期
の
臨
時
労
働
で
稼
い
だ
現
金
に
よ
っ
て
追
加
購

入
し
な
げ
れ
ぱ
た
ら
ず
、
ま
っ
た
く
の
米
の
購
入
者
に
、
在
っ
て
い
る
よ
う
で
あ

っ
た
。
彼
ら
の
債
務
の
い
く
つ
か
は
現
物
小
作
料
を
支
払
う
こ
と
で
あ
り
、
ま

た
あ
る
人
六
は
、
現
在
の
窮
乏
の
た
め
に
ほ
と
ん
ど
の
作
物
を
収
穫
以
前
に
売

　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

却
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
」

事
例
ｏ
　
オ
～
彗
旨
オ
導
ｏ
斤
県
団
彗
オ
ｐ
郡
団
彗
雲
量
◎
村

　
「
一
見
し
て
貧
し
い
と
観
察
さ
れ
る
農
家
に
限
っ
て
自
家
飯
米
分
さ
え
も
収

穫
後
た
だ
ち
に
販
売
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
理
由
は
、
米
倉
が
た
い
、
精
米

の
た
め
の
輸
送
が
面
倒
で
あ
る
、
な
ど
と
さ
れ
る
が
、
実
際
は
収
穫
後
た
だ
ち

に
ま
と
ま
っ
た
現
金
が
必
要
の
た
め
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
農
家
は
農
閑

期
の
飯
米
は
旦
雇
労
働
た
ど
で
得
た
農
外
収
入
の
現
金
を
支
拡
っ
て
市
場
か
ら

一
袋
（
一
〇
〇
キ
ロ
）
当
り
二
〇
〇
バ
ー
ツ
前
後
で
購
入
す
る
の
が
普
通
で
あ

る
。
自
家
飯
米
分
す
べ
て
、
あ
る
い
は
そ
の
一
部
を
も
収
穫
時
に
販
売
し
、
自

家
飯
米
（
お
よ
び
飼
料
、
物
々
交
換
用
）
を
一
ク
イ
ア
ソ
以
下
し
か
残
さ
ぬ
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

家
は
上
の
農
業
経
営
世
帯
五
七
戸
中
二
ニ
ロ
ダ
に
も
達
す
る
。
」

　
ま
た
も
う
一
つ
は
、
地
主
に
よ
る
現
物
小
作
料
（
籾
）
の
商
品
化
（
地

主
米
）
と
い
う
事
態
の
進
行
で
あ
る
。
　
一
九
六
八
年
の
土
地
経
済
調
査

な
ど
を
利
用
し
て
、
地
主
米
の
数
量
と
比
重
を
概
算
す
る
と
、
中
部
タ

ィ
地
域
に
流
通
し
て
い
る
市
場
米
は
お
お
よ
そ
二
二
〇
～
二
三
〇
万
ト

ソ
、
そ
の
う
ち
約
三
四
％
つ
ま
り
約
七
六
万
ト
ソ
が
地
主
米
で
あ
る
と

推
計
し
う
る
。
も
っ
と
も
こ
の
推
計
で
は
、
小
作
料
は
す
べ
て
現
物
で
、

し
か
も
地
主
に
よ
っ
て
一
〇
〇
％
商
品
化
さ
れ
る
も
の
と
仮
定
し
て
い



る
。
一
九
六
五
年
の
農
家
経
済
調
査
に
よ
る
と
小
作
地
の
一
九
～
二
七

％
は
金
納
小
作
料
で
あ
り
、
ま
た
地
主
は
毘
物
小
作
料
を
す
べ
て
商
品

化
す
る
と
は
限
ら
た
い
か
ら
、
地
主
米
七
六
万
ト
ソ
と
い
う
上
記
の
数

字
は
過
大
評
価
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
重
要
な
こ
と
は
、
地
主
的
土

地
所
有
が
い
わ
ば
水
を
汲
み
出
す
ポ
ソ
プ
の
役
割
を
果
し
て
現
物
小
作

料
を
市
場
に
、
投
入
し
、
稲
作
生
産
力
に
対
比
し
て
籾
商
品
化
率
を
異
常

に
高
め
る
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
こ
の
現
物
小
作
料
は
、

地
主
小
作
関
係
と
い
う
直
接
的
な
杜
会
的
関
係
の
も
と
で
本
来
的
に
は

非
商
品
と
し
て
生
産
さ
れ
価
値
規
定
を
受
げ
と
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
、
し
た
が
っ
て
価
値
規
定
を
受
け
と
ら
な
い
地
主
米
が
市
場
米
総
量

の
う
ち
一
定
の
比
重
を
し
め
、
米
の
市
場
価
値
形
成
機
構
に
お
い
て
価

値
実
玩
の
水
準
を
押
下
げ
る
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
地
主
に
よ
る
現
物
小
作
料
の
商
品
化
は
、
一
方
に
お
い
て
籾
の

商
品
化
率
を
杜
会
的
に
押
上
げ
る
と
同
時
に
、
他
方
に
お
い
て
米
価
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

準
を
切
下
げ
る
役
割
を
果
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
中
部
タ
イ
の
稲
作
部
門
に
お
げ
る
商
品
化
率
を
中
心
に
検
討

し
、
タ
イ
農
業
に
お
い
て
農
業
ブ
ル
ジ
ョ
ア
化
の
第
－
階
梯
、
つ
ま
り

農
民
の
小
商
品
生
産
者
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
、
た
だ
し
こ
の
商
品

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

経
済
化
も
、
純
粋
に
自
律
的
な
交
換
価
値
目
的
の
商
品
生
産
１
１
流
通
で

　
　
　
　
タ
イ
農
民
層
分
解
の
論
理
（
田
坂
）

は
な
く
、
多
か
れ
少
な
か
れ
窮
迫
販
売
的
傾
向
と
地
主
米
の
流
通
と
い

う
側
面
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
、
を
確
認
し
た
。

　
〕
　
二
　
現
局
面
に
お
け
る
米
価
形
成

　
〔
　
わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
１
、
中
部
タ
ィ
に
お
い
て
農
業
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
化
の

第
－
階
梯
の
深
化
が
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

ま
た
当
然
、
中
部
タ
イ
の
農
民
は
農
産
物
、
な
か
ん
ず
く
籾
を
販
売
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
を
維
持
し
た
げ
れ
ば
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
米

価
の
動
向
が
農
家
経
済
の
再
生
産
を
左
右
す
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
で
は
、
現
局
面
に
お
げ
る
米
価
形
成
ぱ
い
か
に

行
な
わ
れ
て
い
る
か
。

　
ま
ず
、
寄
生
地
主
的
土
地
所
有
の
も
と
で
の
農
産
物
価
格
形
成
は
、

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

原
理
的
に
は
ど
の
よ
う
に
把
え
ら
れ
る
べ
き
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

出
発
し
よ
う
。

　
耕
地
を
借
地
に
。
依
存
す
る
小
作
農
に
と
っ
て
、
彼
の
生
産
の
目
的
は
、

本
来
的
費
用
で
あ
る
不
変
資
本
（
Ｃ
）
部
分
を
の
ぞ
げ
ば
、
最
低
限
自

分
と
家
族
の
生
活
費
を
、
つ
ま
り
自
作
農
の
場
合
と
ひ
と
し
く
「
自
分

自
身
に
支
払
う
労
賃
」
（
ア
）
を
取
得
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
小
作

農
の
場
合
、
「
土
地
所
有
の
制
限
」
つ
ま
り
「
地
代
支
払
の
必
要
」
を

直
接
的
に
受
け
て
い
る
点
で
自
作
農
と
は
決
定
的
に
異
な
る
。
そ
れ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
（
四
六
九
）
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え
、
商
品
と
し
て
生
産
し
再
生
産
す
る
た
め
の
条
件
を
商
品
の
販
売
に

お
い
て
実
現
す
る
と
い
う
商
品
生
産
の
原
則
に
し
た
が
え
ば
、
小
作
農

に
と
っ
て
は
、
農
産
物
の
市
場
価
格
が
た
ん
に
自
家
労
賃
を
保
証
す
る

だ
げ
で
は
た
く
、
土
地
所
有
の
制
隈
と
し
て
の
地
代
支
抵
を
保
証
す
る

水
準
に
ま
で
騰
貴
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
彼
に
と
っ
て
商
品
と
し

て
生
産
し
販
売
す
る
場
合
の
「
絶
対
的
制
隈
」
と
た
る
は
ず
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
一
般
に
、
資
本
主
義
の
も
と
小
農
的
借
地
経
営
が
支
配
的
、

に
行
な
わ
れ
て
い
る
と
し
た
場
合
、
そ
こ
で
の
農
産
物
価
格
は
、
農
産

物
の
一
定
の
杜
会
的
需
要
を
充
足
す
る
た
め
に
引
き
い
れ
ら
れ
た
耕
作

圏
内
の
う
ち
の
最
劣
等
地
に
お
い
て
、
標
準
的
経
営
条
件
で
生
産
さ
れ

る
商
品
の
個
別
的
価
値
（
ｏ
＋
ぺ
十
旨
）
に
よ
っ
て
調
節
さ
れ
、
そ
れ
を

下
隈
と
す
る
線
に
帰
着
す
る
。
そ
し
て
実
現
さ
れ
た
個
別
的
価
値
の
う

ち
、
剰
余
労
働
（
ｍ
）
部
分
が
一
般
的
に
は
地
代
（
Ｒ
）
化
す
る
こ
と
に

な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

　
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
観
点
を
基
準
と
し
て
農
産
物
価
格
移
成
を
実
証

、
　
　
、

的
に
分
析
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
最
大
の
難
点
は
、
さ
き
の
「
最
劣
等

地
」
た
る
概
念
を
い
か
に
具
体
的
に
把
握
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

た
し
か
に
物
理
的
・
化
学
的
た
い
し
は
植
物
学
的
意
味
で
、
農
産
物
の

成
長
に
と
っ
て
の
最
劣
等
地
を
画
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
た
い
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
（
四
七
〇
）

か
し
、
農
産
物
の
需
給
関
係
の
変
動
に
よ
っ
て
変
化
す
る
と
こ
ろ
の
、

経
済
学
的
意
味
で
の
最
劣
等
地
を
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
不
可
能

と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
農
産
物
の
市
場
価
格
を
調
節
す

る
最
劣
等
地
の
個
別
的
価
値
の
大
き
さ
は
、
価
直
移
成
に
参
加
す
る
競

争
圏
内
で
の
「
最
劣
悪
経
営
」
の
生
産
費
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
隈
界

生
産
農
家
階
層
の
平
均
的
生
産
費
に
よ
っ
て
類
推
せ
ざ
る
を
え
た
い
の

で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
最
劣
悪
経
営
と
は
何
か
。
最
劣
悪
経
営
と

は
最
下
層
の
貧
農
経
営
と
同
義
で
は
な
い
。
な
笹
た
ら
、
生
産
物
の
ほ

と
ん
ど
を
自
家
消
費
に
あ
て
、
市
場
価
格
が
彼
の
生
産
費
を
っ
ぐ
な
わ

た
く
て
も
脱
農
化
し
た
い
飯
米
農
家
は
、
価
格
形
成
の
競
争
圏
外
に
あ

り
農
産
物
価
格
を
調
節
す
る
最
下
隈
の
経
営
と
は
い
い
が
た
い
か
ら
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
価
格
規
制
的
た
最
劣
悪
経
営
と
は
、
す
く
た
く
と

も
生
産
物
の
過
半
を
商
品
と
し
て
生
産
す
る
農
家
階
層
で
、
し
か
も
農

業
所
得
で
も
っ
て
家
計
を
維
持
し
て
い
る
農
家
階
層
、
つ
ま
り
「
中
農

下
限
」
の
階
層
と
み
た
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
中
農

下
隈
の
階
層
が
、
現
実
の
農
産
物
価
格
形
成
に
お
い
て
価
格
調
節
的
機

能
を
は
た
す
最
劣
悪
経
営
で
あ
り
、
ま
た
地
代
論
で
い
う
と
こ
ろ
の
最

劣
等
地
に
お
げ
る
標
準
的
経
営
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
る
。

　
さ
て
、
タ
ィ
に
お
げ
る
中
農
下
隈
と
は
、
後
段
で
考
察
す
る
よ
う
に



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
賃
金
と
し
て
の
製
造
業
平
均
賃
金
で
評
価
し
た
場

い
　
　
　
　
｝
＼
ソ
　
　
　
　
、
雛
箒
合
の
乃
と
の
二
通
り
を
表
示
七
一
壱
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
お
済
　
　
第
数

年
増
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
雛
竈
　
れ
ら
の
直
接
的
費
用
一
物
畢
フ
ラ
ス
労
働
費
一
を

６
４
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
成
農
　
中
図
　
　
　
粗
収
益
か
ら
控
除
し
た
剰
余
の
こ
と
で
あ
り
、
Ｐ
と

１
９
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
・
作
５
年
　
文
お

代
伽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
隷
本
な
峰
萌
芽
的
利
潤
の
こ
と
で
、
剰
余
か
ら
問
接
的
費

地
ラ
雛
峨
ば
れ
硝
砧
乱
用
で
あ
る
小
作
料
（
Ｒ
）
を
差
引
い
た
も
の
で
あ

阯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
麟
た
禁
驚
苓
そ
れ
ら
が
二
通
り
一
、
ミ
、
と
、
へ
、
、
と
、
、
一

米
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掌
竈
簑
↓
に
表
示
さ
れ
る
の
は
、
農
業
投
下
労
働
の
評
価
基
準

図
　
　
　
　
　
　
　
　
２
・
－
美
畔
瓢
慧
際
の
相
異
に
芝
い
た
直
接
的
生
産
費
の
相
異
の
た

削
　
　
　
　
　
　
　
∴
熱
Ｈ
認
弩
ポ
ザ
鮎
域
坤
“
紬
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
Ｏ
〇
一
は
個
別
的
価
値
（
Ｏ
＋
５
＋
§
）
の
水
準
を
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
緒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ぞ
れ
示
し
、
〇
一
〇
〇
ミ
は
現
実
の
庭
先
価
格
（
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
タ
ソ
グ
当
り
約
二
〇
五
バ
ー
ツ
）
の
水
準
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
一
Ｕ
Ｕ
一

一
九
五
五
－
１
五
六
年
で
は
経
営
規
模
三
〇
～
四
〇
ラ
イ
の
農
家
階
層
、
　
　
　
　
の
点
線
は
、
個
別
的
な
ｏ
＋
３
の
水
準
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
（
な
お
、

六
四
年
で
は
四
〇
～
六
〇
ラ
イ
の
農
家
階
層
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
　
　
　
　
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
Ｃ
．
ア
．
刎
と
い
う
三
価
値
組
成
が
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
す
る
た
め
に
は
、
労
働
力
が
商
品
と
た
り
生
産
手
段
が
資
本
化
し
た
資
本

こ
で
、
一
九
六
四
年
時
点
の
価
格
調
節
的
な
最
劣
悪
経
営
を
中
農
下
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
制
的
生
産
を
前
提
と
し
た
げ
れ
ぽ
な
ら
た
い
。
し
た
が
っ
て
労
働
力
と
生
産

の
四
〇
～
六
〇
ラ
イ
層
と
み
た
し
て
、
図
解
し
て
み
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
諸
条
件
が
自
然
的
に
結
合
し
て
い
る
タ
ィ
農
業
の
場
合
、
そ
の
商
品
化
さ
れ

　
（
第
－
図
へ
の
補
注
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
農
産
物
ー
こ
こ
で
は
靱
１
の
価
値
の
内
容
を
Ｃ
・
ア
・
伽
に
分
解
す
る
の

　
　
　
Ｃ
と
は
、
生
産
費
の
構
成
要
素
で
あ
る
物
財
費
の
こ
と
で
、
純
粋
た
生
産
　
　
　
　
は
擬
制
的
た
適
用
に
す
ぎ
な
い
。
）

　
　
的
費
用
の
み
を
意
味
し
て
い
る
（
小
作
料
．
利
子
な
ど
は
合
ま
れ
な
い
）
。
　
　
　
第
一
図
に
明
ら
か
た
よ
う
に
、
現
実
の
庭
先
米
価
（
○
、
○
○
、
、
）
は
、

　
　
宇
と
は
、
労
働
費
の
こ
と
で
、
自
家
労
働
の
み
た
ら
ず
雇
用
労
働
を
も
含
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
価
格
形
成
の
競
争
圏
内
に
あ
る
耕
地
（
８
～
鼻
）
の
う
ち
の
最
劣
等
地
、

　
　
た
農
業
投
下
労
働
の
全
体
を
賃
金
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の

　
　
さ
い
農
業
臨
時
雇
賃
金
で
評
価
し
た
場
合
の
乃
と
、
杜
会
的
標
準
的
水
準
　
　
つ
ま
り
最
劣
悪
経
営
と
し
て
の
中
農
下
限
四
〇
～
六
〇
ラ
イ
層
の
〇
十

｝
、
い
ノ
　
〃

５
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く
一
十
申
に
よ
っ
て
「
調
節
」
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
一
」
で
留
意
す
べ
き
は
、
次
の
諸
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
こ
の
Ｏ
＋

く
・
十
肉
と
い
う
米
価
水
隼
は
、
も
と
よ
り
Ｏ
＋
く
Ｎ
＋
申
の
水
準
（
図

示
省
略
）
よ
“
も
大
幅
に
低
く
、
ま
た
Ｏ
＋
く
Ｎ
の
水
準
よ
り
約
一
五
〇

バ
ー
シ
も
低
い
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
米
価
に
よ
る
自
家
労
賃
の
回
収

が
農
業
臨
時
雇
賃
金
（
乃
）
水
準
で
し
か
保
証
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
低
米
価
形
成
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
二
重
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
、
一
つ
に
は
、
競
争
圏
外
の
耕
地
（
少
～
８
）
を
耕

作
す
る
下
層
農
の
滞
留
の
も
と
で
、
現
物
小
作
料
の
商
品
化
つ
ま
り
地

主
米
の
流
通
が
市
場
に
オ
ー
バ
ー
・
フ
ロ
ー
し
、
価
格
切
下
げ
作
用
を

果
し
て
い
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
地
主
米
の
推
定

流
通
量
と
そ
の
価
格
切
下
げ
作
用
の
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
に
っ
い
て
は
す
で
に

ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
ば
省
略
す
る
こ
と
に
す
る
。
も
う

一
つ
は
、
杜
会
的
標
準
的
賃
金
（
乃
）
水
準
で
の
農
業
投
下
労
働
の
杜

会
的
評
価
が
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
米
価
に
よ
る
篶
水
準

で
の
自
家
労
賃
の
実
現
の
成
否
が
農
家
労
働
力
に
と
っ
て
農
業
就
業
か

農
外
流
出
か
の
選
択
基
準
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
農
家

労
働
力
の
自
由
な
流
出
入
を
っ
う
じ
て
農
業
生
産
の
調
節
が
行
た
わ
れ

る
よ
う
に
た
っ
て
い
た
い
こ
と
、
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
（
四
七
二
）

れ
ま
で
の
原
理
的
な
説
明
で
は
最
劣
悪
経
営
の
個
別
的
価
値
が
市
場
調

節
的
な
価
格
と
な
る
と
し
て
き
た
が
、
こ
の
こ
と
が
厳
密
に
成
り
立
つ

に
は
市
場
調
節
的
価
格
が
前
提
と
す
る
需
給
の
均
衡
状
態
が
つ
く
り
出

さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
に
は
需
要
の
変
化
に
応
じ
た

生
産
の
調
節
が
、
し
た
が
っ
て
農
業
労
働
力
の
自
由
な
流
出
入
が
必
要

で
あ
る
。
し
か
し
地
主
制
的
土
地
所
有
の
も
と
で
の
小
商
品
生
産
は
、

小
経
営
的
な
生
産
様
式
に
お
げ
る
家
族
就
業
彩
態
の
労
働
力
に
も
と
づ

く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
た
前
提
は
厳
密
に
は
成
り
立
た
な
い
と
い

わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
か
ぎ
り
で
は
、
上
述
し
た
米

価
形
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
純
粋
に
は
貫
徹
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
と

は
い
え
、
農
業
労
働
の
内
部
に
賃
労
働
が
芽
生
え
、
農
民
の
自
家
労
働

が
標
準
的
労
賃
水
準
で
杜
会
的
に
評
価
さ
れ
て
く
る
に
。
つ
れ
て
、
米
価

に
よ
る
巧
の
実
現
の
成
否
が
農
業
就
業
か
流
出
か
の
選
択
基
準
と
な

り
、
さ
き
の
前
提
の
有
効
性
が
次
第
に
生
じ
て
く
み
こ
と
に
た
る
だ
ろ

う
。
と
も
か
く
現
段
階
で
は
、
農
業
臨
時
雇
賃
金
水
準
と
い
う
低
水
準

で
は
あ
れ
自
家
労
賃
を
回
収
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
に

お
い
て
農
業
生
産
に
お
け
る
兄
水
準
で
の
自
家
労
賃
の
実
現
い
か
ん

が
農
業
労
働
力
の
就
業
と
流
出
の
基
準
と
た
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。



　
第
二
に
、
地
主
制
的
土
地
所
有
の
も
と
に
あ
っ
て
も
、
よ
り
豊
沃
な

ま
た
は
よ
り
位
置
の
よ
い
土
地
を
経
営
す
る
小
作
農
と
、
そ
う
で
な
い

小
作
農
と
の
個
別
的
差
異
が
存
在
す
る
以
上
、
市
場
調
節
的
と
な
っ
て

い
る
最
劣
等
地
の
個
別
的
価
値
と
よ
り
優
等
地
の
個
別
的
価
値
と
の
問

に
差
等
性
つ
ま
り
差
額
地
代
相
当
部
分
が
生
じ
る
が
、
こ
れ
も
絶
対
地

代
相
当
部
分
　
　
た
だ
し
異
部
門
問
の
利
潤
率
均
等
化
運
動
の
な
か
で

土
地
独
占
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
る
資
本
制
的
絶
対
地
代
範
晴
と
は
も
と

よ
り
違
っ
た
意
味
で
あ
る
－
と
と
も
に
封
建
地
代
化
す
る
。
も
ち
ろ

ん
こ
の
封
建
地
代
の
重
圧
の
も
と
で
も
、
標
準
的
経
営
条
件
以
上
の
よ

り
優
良
経
営
で
は
、
例
外
的
な
生
産
力
を
も
っ
労
働
が
創
造
す
る
特
別

剰
余
価
値
相
当
部
分
と
し
て
「
萌
芽
的
利
潤
」
が
彩
成
さ
れ
る
。
第
－

図
で
は
、
実
証
上
、
差
額
地
代
相
当
部
分
と
絶
対
地
代
相
当
部
分
と
を

分
げ
て
図
解
す
る
こ
と
が
困
難
な
の
で
、
平
均
的
地
代
額
．
（
Ｒ
）
で
も

っ
て
両
者
を
一
括
し
て
示
し
、
○
Ｏ
、
団
、
、
吋
、
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
そ
し
て

○
○
、
、
Ｏ
、
が
萌
芽
的
利
潤
部
分
に
相
当
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
以
上
、
現
局
面
に
お
け
る
米
価
形
成
の
、
最
も
基
礎
的
な
側
面
に
っ

い
て
の
み
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
こ
の
問
題
を
さ
ら
に
具
体
的
か
っ
総

合
的
に
把
え
る
た
め
に
は
、
国
際
米
価
の
動
向
は
も
と
よ
り
、
政
府
の

米
価
政
策
や
国
内
の
流
通
過
程
に
お
げ
る
各
環
節
た
ど
、
一
層
つ
っ
こ

　
　
　
　
タ
イ
農
民
層
分
解
の
論
理
（
田
坂
）

ん
だ
解
明
が
要
求
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

ど
め
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
さ
て
、
中
農
下
隈
の
Ｏ
＋
く
一
十
宮
に
よ
っ
て
「
調
節
」
さ
れ
て
い

る
米
価
水
準
の
も
と
で
、
中
部
タ
イ
の
平
均
的
経
営
は
米
作
投
下
労
働

の
価
値
を
ど
の
程
度
実
現
し
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
本
項
の
主
題
か
ら

若
干
は
ず
れ
る
が
、
こ
こ
で
簡
単
に
み
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

　
第
２
表
は
、
中
部
タ
イ
の
平
均
的
経
営
に
お
げ
る
ラ
イ
当
り
生
産
費
、

タ
ソ
グ
当
り
費
用
価
格
、
そ
し
て
籾
の
価
値
組
成
っ
ま
り
籾
価
に
よ
る

価
値
実
現
の
水
準
を
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
農
業

臨
時
雇
賃
金
評
価
の
労
賃
費
（
巧
）
と
物
財
費
（
Ｃ
）
を
基
準
と
す
れ

ば
、
平
均
的
経
営
で
は
、
い
ず
れ
の
年
度
に
お
い
て
も
剰
余
（
吻
）
の

形
成
が
み
ら
れ
る
が
、
し
か
し
こ
の
剰
余
（
吻
）
の
大
き
さ
は
、
一
九

五
五
－
五
六
年
を
例
外
と
し
て
、
い
ず
れ
の
年
度
に
お
い
て
も
小
作
料

（
Ｒ
）
を
部
分
的
に
し
か
負
担
し
え
ず
　
　
一
九
六
四
年
で
は
小
作
料

の
四
二
劣
、
六
七
－
六
八
年
で
は
六
七
％
の
み
実
現
　
　
、
し
た
が
っ

て
萌
芽
的
利
潤
は
未
形
成
で
あ
る
。
ま
た
杜
会
的
標
準
的
賃
金
評
価
の

労
働
費
（
乃
）
と
物
財
費
（
Ｃ
）
を
基
準
に
す
れ
ぼ
、
平
均
的
経
営
で

は
、
い
ず
れ
の
年
度
に
お
い
て
も
剰
余
（
吻
）
は
未
形
成
で
、
小
作
料

は
ま
っ
た
く
負
担
で
き
ず
、
ま
し
て
萌
芽
的
利
潤
な
ど
は
は
じ
め
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
（
四
七
三
）



立
命
館
経
済
学
（
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二
十
六
巻
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第
三
号
）

）ツーパ
■
　
●

位単（均平
●

部中

怒
鴇

料
作
Ｒ
小

Ｈ
洲
“

り
当
グ
ソ
タ

格
価
用
費

乃
十
Ｃ

阯
”
帥
１
１
一
　
１
■
一
　
１
１
一

引
０
＋

“
Ｈ
帥

先
格
庭
価

ｎ
）
２
７
０
一
８
・
〇
一
１
－
一
　
　
　
１
■
一

潤
利
的
芽
萌

巧
ｎ
ｏ
７
’
ｏ
７
一
〇
・
０
ｕ
３
８
２
７
△
△
△

１
巧

”
〕
”
４
４
ｏ
リ
　
△
△

支
収
り
当
イ
ラ

２
刎

ｏ
ｏ
７
９
０
一
８
一
２
．
７
１
０
　
７
△
伽
山

余
剰、

１
刎

２
６
４
４
一
〇
一
５
一
〇
リ
ｏ
Ｏ
’
Ｏ

〃
）
　
　
一
さ

加
農
　
益
現

〃
作
　
収
実

ア
“
　
粗
か

０
　
　
　
　
昌
し

〃
料
　
恥
％

肋
作
　
　
６
７

７
４
　
　
入
ま

吻
均
　
Ｒ
則

ア
平
　
１
＋

，
の
　
Ｖ
札

Ｌ
０
表
　
叫
さ

削
義
金
第
壌

驚
詣

平
調
　
巧
■

業
済
　
　
Ｖ

造
経
製
家
　
入
と

，
農
　
Ｖ
Ｃ

お
年
　
叫
ま

な
６
５
　
（
～
　
　
。

一
”
　
一
と
　
る

る
，
益
Ｒ
　
あ

あ
は
　
収
６
７
　
で

で
料
　
粗
帆
　
ツ

ツ
作
　
Ｆ
１
＋
　
↑

一
小
　
　
ｍ
Ｖ
。
ノ

バ
の
　
，
叫
膏

一
一
黙

い
よ
。
益
入
と
的

虹
８
た
収
Ｒ
い
芽

；
北
し
粗
２
＋
な
萌

榊
篇
汽
兄

イ
砒
を
　
¢
れ

　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
３
　
　
　
　
　
　
４

＼

問
題
と
た
り
え
な

い
。
し
た
が
っ
て

現
実
の
庭
先
価
格

は
、
農
業
臨
時
雇

賃
金
水
準
で
の
農

業
労
働
力
の
価
値

実
現
１
１
自
家
労
賃

の
回
収
を
保
証
す

る
に
す
ぎ
ず
、
杜

会
的
標
準
的
賃
金

水
準
で
の
自
家
労

賃
は
、
一
九
五
五

－
五
六
年
で
七
六

％
、
六
四
年
で
三

九
％
、
六
七
－
六

八
年
で
五
四
％
し

か
回
収
し
え
て
い

な
い
。
婁
言
す
る

た
ら
ば
、
籾
の
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
（
四
七
四
）

値
組
成
は
、
五
五
－
五
六
年
で
Ｏ
＋
３
＋
内
十
’
あ
る
い
は
Ｏ
＋
◎
．
豪

さ
、
六
四
年
で
〇
十
く
－
十
◎
・
亀
射
あ
る
い
は
Ｏ
＋
◎
・
・
。
婁
Ｎ
、
六
七
－

六
八
年
で
Ｏ
＋
く
－
十
◎
・
雪
肉
あ
る
い
は
Ｏ
＋
◎
．
邊
く
Ｎ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
兄

水
準
で
の
農
業
労
働
力
の
価
直
実
現
は
、
結
局
、
杜
会
的
標
準
的
賃
金

ｕ
ｗ
水
準
か
ら
の
大
幅
た
控
除
を
ふ
く
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
　
し
た
が

っ
て
そ
れ
は
「
自
已
搾
取
」
的
水
準
に
と
ど
ま
り
、
平
均
的
経
営
の
単

純
再
生
産
は
「
肉
体
的
最
低
限
」
の
水
準
に
達
し
て
い
る
、
と
。

　
　
（
１
）
農
業
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
化
の
二
階
梯
区
分
は
、
レ
ｉ
ニ
ソ
「
い
わ
ゆ
る
市

　
　
場
間
題
に
つ
い
て
」
（
『
レ
ー
ニ
ソ
全
集
』
第
一
巻
、
大
月
書
店
）
に
準
拠

　
　
　
し
て
い
る
。

　
　
（
２
）
商
業
的
農
業
の
浸
湊
度
を
示
す
指
標
は
、
商
品
化
率
の
ほ
か
に
、
農

　
　
業
の
産
業
的
分
化
１
１
専
門
化
を
示
す
特
定
農
産
物
の
地
域
的
集
中
度
を
あ

　
　
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
タ
ィ
で
は
、
メ
ィ
ズ
、
ヶ
ナ
フ
、
キ
ャ
ッ

　
　
　
サ
バ
、
緑
豆
な
ど
の
畑
作
物
の
特
定
地
域
へ
の
集
中
が
著
し
い
。
こ
の
点

　
　
　
に
つ
い
て
は
、
　
■
｝
．
ｏ
ｏ
－
８
ｏ
ぎ
　
§
“
向
ｓ
§
§
サ
ｂ
～
ｅ
と
ｓ
§
§
“
斗

　
　
　
婁
ミ
｛
筆
“
§
§
ミ
．
Ｏ
彗
ざ
Ｈ
串
Ｈ
貨
○
・
に
詳
し
い
。

　
　
（
３
）
　
一
九
六
七
－
六
八
年
農
家
負
債
調
査
、
第
３
３
表
。

　
　
（
４
）
－
声
ｏ
。
岸
◎
ｏ
〆
Ｓ
二
き
ｏ
Ｐ
Ｈ
Ｈ
甲
Ｓ
○
・

　
　
（
５
）
北
原
淳
「
タ
イ
米
乍
農
業
の
経
済
構
造
」
（
『
ア
シ
ア
経
済
』
第
一
五

　
　
巻
七
号
、
一
九
七
四
年
）
三
〇
頁
。

　
　
（
６
）
以
上
の
地
主
米
の
間
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
タ
イ
地
主
制
下
の
米
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Ｒ

Ｅ
Ｕ
　
４
　
６

乃
十

６
６
一
〇
・

計

十

○
ん
　
（
Ｏ
　
Ｏ
）
○
ム
　
９
＾
　
２

Ｃ
－

合

乃

６

７

３

十

４
３
・

１

４
　
ｏ
ｏ
　
ｏ
ｏ

用

Ｃ

３

５

４

費

１

費

巧

５

４

９

産

十

臥
４
・

７
１

９
１

２
・
９

０

１

生
的
用

料

７

り

接作Ｒ
、

７

２７
一

間
費

４
　
７
‘
　
９

一

当

Ｏ
　
（
ｏ
　
７

イ

費

乃５一
９

８
一
〇

５
一
７

用

○
ム
　
Ｅ
Ｕ
　
ｏ
ｏ

ラ

費

働
１
０
　
４
　
３

的

労

巧〇
一

９
一
７
一

接

Ｑ
ｏ
　
（
ｏ
　
３
１
１
一
　
１
↓
　
１
１
一

直

費

５

１

６

財
Ｃ

臥
５
・

５
一

物

４
　
２
　
５

入

鵬
ガ

８

Ｏ

３

収

３
一

５
一

８
一

粗
’
＼

７
’
　
ｎ
６
　
一
Ｌ
０

り

２

２

２

当

沽４
５

０

イ

■

ラ

７
２

７
一
２

４
一
９
一

度

年

年

６

８

｛
年
｛

年

「
ｏ
　
４
　
７

５

６

６

ｎ
コ
　
Ｏ
Ｊ
　
Ｏ
）
１
■
　
１
↓
　
１
■

　
，
．
　
　
　
■

４
１
は
部
・
金
６
７

島
伸
貼
川

浴
叩
茸

　
・
の
各
昆
造
バ

ぷ
蟄
一

　
査
蝸
設
投
噴
一

　
調
・
業
の
雇
バ

　
済
～
農
価
日
１
０

繁
ば

　
６
４
作
費
日
む
９

　
１
９
り
理
業
合
ユ

　
，
よ
修
農
を
人

レ
表
頁
・
量
一

ノ
４
７
１
４
費
｛
働
く

ト
　
２
築
と
労
ー
ノ

ッ
幻
び
建
　
用
８
・

孫
鴛
島
鷺
量
８

寮
蟻
擦
籔

一
『
６
一
６
追
均
｛

イ
一
５
６
７
〃
を
平
５
５

ラ
５
５
１
９
伽
）
業
１
９

１
１
９
，
ｏ
均
造
，

　
　
表
〃
平
製
は

１
）
２
）

考備

タ
イ
農
民
層
分
解
の
論
理
（
田
坂
）

　
価
問
題
」
（
『
立
命

　
館
経
済
学
』
第
二

　
三
巻
第
三
号
、
一

九
七
四
年
）
を
参

　
照
。

（
７
）
　
従
来
、
タ
イ

　
の
米
価
問
題
は
、

　
ラ
イ
ス
・
ブ
レ
ミ

　
ア
ム
論
争
の
た
か

　
で
、
プ
レ
ミ
ア
ム

制
度
と
の
関
連

　
で
論
じ
ら
れ
て
き

　
た
。
た
と
え
、
ば
、

　
ｃ
ｏ
岸
巨
り
◎
『
箏
　
床
ユ
ー

　
Ｑ
ｐ
斤
～
↓
ｐ
　
　
吻
◎
§
“

　
ト
魯
ミ
汀
県
お
“
§

　
『
ｓ
、
§
ぎ
灼
ぎ
蟹
－

　
ｓ
§
（
ｂ
０
～
自
ｏ
ｑ
斤
◎
〆

－
竃
Ｏ
）
や
拙
訳

　
「
イ
ソ
グ
ラ
ム

　
『
タ
イ
の
米
価
問

題
』
」
　
（
『
立
命
館

経
済
学
』
第
二
五

巻
第
一
号
、
一
九

七
六
年
）
な
ど
を

　
見
よ
。
い
ま
、
こ
の
論
争
に
つ
い
て
の
立
ち
い
っ
た
検
討
は
さ
け
た
い
が
、

　
プ
レ
、
、
、
ア
ム
制
度
を
攻
め
る
側
も
守
る
側
も
、
共
通
し
た
欠
陥
は
、
「
価

　
値
論
」
的
視
角
が
欠
落
し
て
い
る
一
」
と
で
あ
る
。
需
要
供
給
関
係
の
変
化

　
に
よ
っ
て
変
動
す
る
市
場
価
格
の
重
心
を
な
す
も
の
は
、
是
掛
昨
に
は
杜

会
的
価
値
に
ほ
か
た
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
米
価
間
題
分
析
の
核
心
は
、
こ
の

　
杜
会
的
価
値
の
彩
成
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
庭
先
価
格
が
国
際
米
価
か
ら
ブ
レ
ミ
ァ
ム
と
市
場
費
用

　
（
精
米
費
、
輸
送
費
、
仲
介
業
者
マ
ー
ジ
ソ
な
ど
）
を
差
引
い
た
水
準
に

　
形
成
さ
れ
る
と
す
る
、
従
来
か
ら
の
見
解
は
、
一
九
七
一
年
五
月
に
ラ
ィ

　
ス
．
プ
レ
、
、
、
ア
ム
が
中
止
さ
れ
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
破
産
し
た
。
ラ

　
イ
ス
．
プ
レ
、
、
、
ア
ム
が
、
一
九
五
六
年
以
来
そ
の
時
ま
で
可
能
で
あ
っ
た

　
の
は
、
庭
先
価
格
が
国
際
米
価
に
く
ら
べ
て
十
分
低
か
っ
た
た
め
で
、
庭

先
価
格
が
、
投
下
労
働
の
単
価
上
昇
の
圧
カ
（
た
だ
し
、
い
ま
だ
乃
水

　
準
に
す
ぎ
た
い
が
）
た
ど
に
よ
っ
て
騰
貴
煩
向
に
あ
る
以
上
、
ブ
レ
ミ
ァ

　
ム
は
国
際
米
価
の
低
落
が
た
く
て
も
、
早
晩
廃
止
な
い
し
縮
少
さ
れ
る
運

命
に
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
（
一
九
七
二
年
に
、
食
糧
危
機
を
背

景
と
し
た
国
際
米
価
の
暴
騰
に
よ
っ
て
ブ
レ
ミ
ァ
ム
は
復
活
す
る
が
、
こ

　
の
見
通
し
は
か
わ
ら
な
い
）
。
庭
先
価
格
の
彩
成
と
国
際
米
価
と
は
、
ひ

　
と
ま
ず
別
箇
に
分
析
さ
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
こ
と
を
、
こ
の
事
件
は
教
訓
的

　
に
示
し
た
の
で
あ
る
。

（
８
）
　
こ
の
「
平
均
的
」
と
は
全
階
層
の
単
純
な
算
術
平
均
と
い
う
意
味
に

　
す
ぎ
な
い
。

六
一
（
四
七
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
．
第
三
号
）

二
　
分
解
基
準
の
上
昇

　
〕
　
一
　
分
解
基
準
の
上
昇

　
〔
　
農
家
経
済
の
動
向
の
考
察
に
あ
た
り
、
は
じ
め
に
明
ら
か
に
・
す
べ
き

点
は
、
農
村
に
お
げ
る
階
級
分
化
の
分
岐
点
と
し
て
の
、
ま
た
「
農
村

住
民
の
ほ
か
の
構
成
都
分
に
た
い
す
る
わ
れ
わ
れ
の
態
度
を
き
め
る
た

め
の
手
が
か
”
－
と
た
る
も
の
と
し
て
の
、
一
く
中
農
Ｖ
層
を
確
定
す
る

こ
と
で
あ
る
。

　
中
農
と
は
、
　
「
普
通
は
自
分
自
身
の
家
族
と
と
も
に
耕
せ
な
い
ほ
ど

大
き
く
は
な
く
、
家
族
を
養
え
な
い
ほ
ど
小
さ
く
は
な
い
一
片
の
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

の
所
有
者
ま
た
は
賃
借
人
　
　
と
く
に
前
者
　
　
の
こ
と
」
で
あ
り
、

そ
し
て
「
他
人
の
労
働
を
搾
取
せ
ず
…
…
他
人
の
労
働
で
生
活
せ
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

自
分
で
働
き
、
自
分
の
労
働
に
よ
っ
て
生
活
し
て
い
る
農
民
で
あ
る
。
」

す
た
わ
ち
中
農
と
は
、
家
族
労
働
を
完
全
に
燃
焼
さ
せ
る
の
に
合
致
し

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

た
耕
地
規
模
を
上
限
と
し
、
．
農
業
所
得
に
よ
っ
て
家
族
家
計
費
を
充
足

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

し
う
る
耕
地
規
模
を
下
限
と
し
て
い
る
農
家
階
層
の
こ
と
で
あ
る
。
し

か
も
、
家
族
労
働
力
が
自
家
経
営
以
外
の
賃
労
働
に
。
雇
わ
れ
た
り
、
他

人
を
雇
っ
た
り
し
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
両
者
が
ほ
ぽ
相
殺
関
係
に
あ

る
こ
と
が
前
提
で
．
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
中
農
は
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
農
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
（
四
七
六
）

で
あ
る
富
農
と
半
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
農
民
で
あ
る
貧
農
や
農
業
．
農
村

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
と
の
中
問
に
位
置
し
、
農
民
の
階
級
分
化
の
分
岐
点
と

な
る
層
で
あ
る
。

　
で
は
、
中
部
タ
イ
に
お
い
て
中
農
下
限
、
つ
ま
り
農
業
所
得
で
も
っ

て
家
計
費
を
充
足
で
き
る
階
層
の
経
営
観
模
は
、
ど
の
水
準
に
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。

　
一
九
五
五
－
五
六
年
時
点
の
ナ
コ
ソ
パ
ト
ム
県
で
は
、
第
３
表
に
明

ら
か
な
よ
う
に
、
、
農
業
所
得
に
よ
る
家
計
費
充
足
率
が
一
〇
〇
％
の
最

下
限
の
階
層
は
、
一
三
～
四
〇
ラ
イ
の
経
営
観
模
層
で
、
こ
の
層
は
プ

ロ
レ
タ
リ
ァ
化
率
が
最
も
低
く
（
一
・
九
％
）
、
雇
い
も
せ
ず
雇
わ
れ
も

し
な
い
と
い
う
中
農
規
模
を
そ
ぴ
ま
ま
体
現
し
て
い
る
層
で
あ
る
。
ち

な
み
に
、
こ
の
ナ
コ
ソ
バ
ト
ム
県
は
、
新
デ
ル
タ
の
経
済
的
先
進
地
域

（
ト
ソ
ブ
リ
ー
県
と
隣
接
）
に
位
置
し
、
籾
商
品
化
率
、
小
作
地
率
と
も

比
較
的
高
い
県
で
あ
る
（
第
－
表
）
。

　
っ
ぎ
に
、
一
九
六
四
年
の
時
点
で
は
、
残
念
た
が
ら
農
業
所
得
そ
の

も
の
に
よ
る
家
計
費
充
足
率
と
い
う
指
標
を
示
し
え
た
い
が
、
米
作
純

収
入
に
よ
る
家
計
費
充
足
率
で
も
っ
て
示
せ
ぱ
、
第
４
表
の
よ
う
で
あ

る
。
い
ぎ
、
一
九
六
五
年
農
家
経
済
調
査
に
よ
っ
て
、
米
作
収
入
が
農

業
所
得
全
体
の
う
ち
ど
れ
く
ら
い
の
比
重
を
占
め
て
い
る
か
を
み
れ
ば
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食
，
「
は

　
の
に
出
」
’
支
費

　
に
食

　
時
「

　
同
も

　
，
て

　
み
い

　
合
つ

　
を
に

　
米
年

　
飯
６
９

　
用
８
一

　
家
９
６

　
自
１

　
た
。

　
れ
む

　
さ
合

　
価
を

　
評
し

　
金
出

　
現
引

　
，
の

　
は
米

　
に
飯
。

　
」
用
む

　
他
家
含

　
の
自
を

　
そ
の
方

　
「
ら
両

　
の
か
の

　
入
蔵
糧

　
収
貯
食

　
金
家
給

　
現
自
自

　
の
　
，
と

九
年
は
糧

略
６
３
に
食

省
１
９
」
入

は
　
費
購

　
３
）＼

　
六
四
（
四
七
八
）

自
作
農
で
七
七
・
○
劣
、
自
小
作
農
で
八

六
・
一
劣
、
小
作
農
で
七
二
・
三
％
で
あ

（
４
）る
。
し
た
が
っ
て
、
自
作
農
の
場
合
、
米

作
純
収
入
に
よ
る
家
計
費
充
足
率
八
三
．

四
％
の
層
が
、
ま
た
自
小
作
農
の
場
合
八

四
・
五
％
の
層
が
、
農
業
所
得
で
家
計
費

を
充
足
で
き
る
最
下
限
の
層
、
つ
ま
り
中

農
下
限
の
層
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
自
作

農
、
自
小
作
農
と
も
中
農
下
限
の
経
営
規

模
は
、
一
九
六
四
年
時
点
の
中
部
五
県
で

は
四
〇
～
六
〇
ラ
イ
で
あ
っ
た
と
い
え
る

だ
ろ
う
。
こ
の
五
県
に
は
、
ナ
コ
ソ
サ
ワ

ソ
県
の
よ
う
た
扇
状
地
・
段
丘
複
合
域
の

県
も
ふ
く
ま
れ
、
そ
の
か
ぎ
り
で
は
、
こ

の
五
県
の
中
農
基
準
（
六
四
年
時
点
）
と
、

新
デ
ル
タ
の
ナ
コ
ソ
パ
ト
ム
県
の
中
農
基

準
（
五
五
－
五
六
年
時
点
）
と
を
直
接
対
比

す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
妥
当
で
は
た
い
が
、

し
か
し
、
お
お
ま
か
に
み
て
、
こ
の
一
〇
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全
ラ
年
て

成
つ
。
６
４
い

作
か
る
。
つ

り
，
あ
た
に

よ
し
で
め
法

表
な
の
求
方

１
０
み
も
り
出

，
と
た
よ
算

５
得
め
査
の

，
所
求
調
そ

４
業
て
債
（

第
農
つ
負
た

，
を
割
家
つ

査
」
で
農
あ

調
入
）
年
で

計
収
ｍ
６
８
ツ

家
純
十
ト
一

年
営
ぴ
９
６
バ

９
自
　
　
１
２

イ
「
産
と
７

６
８
生
査
肌

』
は
純
調
〃

笥
糀
算

，
し
り
家
そ

若
鍔

－
表
規
ラ
９
６
イ

一
也
を
１
６
７

ｕ
絆
れ
に
，

」
家
そ
て
ツ

ト
農
，
い
一

第
る
て
つ
バ

，
す
し
に
９
３

査
応
定
産
９
．

調
対
仮
生
１
９

計
に
と
純
，

家
層
入
作
は

年
階
収
米
産

６
３
得
作
り
生

１
９
所
米
当
純

　
部
イ
の

１
）
２
）

考備〔

タ
イ
農
民
層
分
解
の
論
理
（
田
坂
）

年
問
、
　
Ｈ
箏
罵
『
Ｏ
竃
Ｒ
邑
勺
巨
箏
に
お
い

て
中
農
基
準
の
上
昇
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
．

い
だ
ろ
う
。

　
中
農
基
準
の
不
断
の
上
昇
過
程
を
、
農

業
所
得
（
な
い
し
は
米
作
純
収
入
）
に
よ
る

家
計
費
充
足
率
と
い
う
指
標
で
示
す
た
め

の
資
料
を
、
以
上
の
ほ
か
に
は
、
わ
れ
わ

れ
は
残
念
な
が
ら
も
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
れ
を
補
完
す
る
意
味
で
、
一

九
六
三
年
と
六
八
－
六
九
年
の
家
汁
調
査

を
利
用
し
て
み
よ
う
（
第
５
表
）
。
な
お
、

こ
の
二
つ
の
調
査
は
ほ
ぼ
同
一
地
域
を
対

象
と
し
て
、
調
査
結
果
も
か
な
り
精
度
の

高
い
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
一
九
六
三
年
時
点
に
お
い
て
、

経
済
余
剰
を
と
も
か
く
出
せ
る
階
層
は
、

年
問
所
得
六
、
○
○
○
～
一
一
、
九
九
九

バ
ー
ツ
の
所
得
階
層
と
そ
れ
以
上
の
階
層

で
、
そ
れ
は
全
世
帯
の
三
九
・
六
％
に
す

　
六
五
（
四
七
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
三
号
）

ぎ
な
い
。
つ
ぎ
に
「
総
現
金
収
入
」
の
項
目
の
う
ち
の
「
自
営
純
収

入
」
を
農
業
（
現
金
）
所
得
と
み
な
し
、
こ
の
自
営
純
収
入
（
農
業
所
得
）

で
家
計
費
を
七
〇
劣
ほ
ど
充
足
し
う
る
階
層
を
み
る
と
、
平
均
三
八
・

五
ラ
イ
の
経
営
観
模
と
推
定
で
き
、
少
し
幅
を
も
た
せ
て
だ
い
た
い
三

〇
～
四
〇
ラ
イ
の
挽
模
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
一
〇
〇
劣
近
く

充
足
で
き
る
階
層
を
み
る
と
、
平
均
七
五
・
七
ラ
ィ
の
経
営
規
模
で
、

だ
い
た
い
六
〇
～
八
○
ラ
イ
の
規
模
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
自
営
純
収
入

に
よ
る
家
計
費
充
足
率
が
七
〇
％
以
上
の
階
層
は
、
全
世
帯
の
三
九
・

六
劣
、
ほ
ぽ
一
〇
〇
％
充
足
で
き
る
階
層
は
、
な
ん
と
全
世
帯
の
一
一

・
八
％
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
一
九
六
八
－
六
九
年
の
時
点
に
お
い
て
、
経
済
余
剰
を
出
せ

る
所
得
階
層
を
み
る
と
、
一
五
、
○
○
○
～
一
七
、
九
九
九
バ
ー
ツ
の

階
層
と
そ
れ
以
上
の
層
で
、
そ
れ
は
全
世
帯
の
わ
ず
か
三
〇
賂
以
下
に

す
ぎ
な
い
。
ま
た
自
営
純
収
入
（
農
業
所
得
）
で
家
計
費
を
七
〇
％
充

足
で
き
る
階
層
は
、
平
均
で
五
一
・
八
ラ
ィ
の
規
模
、
幅
を
も
た
せ
る

と
五
〇
～
六
〇
ラ
イ
の
規
模
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
充
足
率
が
一
〇
〇
％

を
超
え
る
階
層
は
、
年
問
所
得
三
三
、
○
○
○
バ
ー
ツ
以
上
の
階
層
だ

げ
で
、
こ
の
所
得
を
耕
作
規
模
に
換
算
し
て
み
る
と
、
二
〇
〇
ラ
ィ
以

上
の
規
模
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
耕
作
規
模
は
、
家
族
労
働
の
み
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
（
四
八
○
）

っ
て
は
経
営
し
え
な
い
規
模
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
一
九
六
八
－
六

九
年
の
時
点
に
お
い
て
は
、
自
営
純
収
入
で
家
計
費
を
一
〇
〇
％
近
く

充
足
で
き
る
中
農
的
経
営
は
こ
の
資
料
に
よ
る
か
ぎ
り
も
は
や
み
あ
た

ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
経
済
余
剰
を
残
せ
る
限
界
階
層
と

い
う
点
か
ら
み
て
も
、
ま
た
自
営
純
収
入
に
よ
る
家
計
費
充
足
率
七
〇

％
（
あ
る
い
は
一
〇
〇
％
）
と
い
う
点
か
ら
み
て
も
、
　
一
九
六
三
年
か
ら

六
八
－
六
九
年
に
か
け
て
経
営
規
模
水
準
が
確
実
に
上
昇
し
た
と
い
い

う
る
。

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
農
民
層
分
解
が
進
行
し
て
く
る
な
か
で
、

分
解
の
分
岐
点
に
あ
た
る
中
農
層
の
経
営
規
模
水
準
そ
の
も
の
が
、
三

〇
～
四
〇
ラ
イ
（
一
九
五
五
－
五
六
年
時
点
）
か
ら
四
〇
～
六
〇
ラ
イ
（
六

四
年
時
点
）
へ
、
さ
ら
に
五
〇
ラ
イ
以
上
（
六
〇
年
代
末
）
へ
と
不
断
に

上
昇
し
、
農
業
内
の
競
争
条
件
が
い
っ
そ
う
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
が
推
測
し
う
る
の
で
か
る
。

　
〕
　
二
　
上
昇
の
要
因

　
〔
　
そ
こ
で
、
中
農
１
１
分
解
基
準
の
上
昇
が
い
か
に
し
て
お
き
た
か
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
、
第
６
表
を
作
成
し
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
九
六
五
年
時
点
の
農
業
粗
収
益
は
、
一
九
五
五

－
五
六
年
と
対
比
し
て
三
一
・
八
％
ほ
ど
増
大
し
た
が
、
経
営
費
も
同
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農
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農
農
農
家

首
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調
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り
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調
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農
家
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０
年
年
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・
６
５
６
９

８
　
　
　
一
　
　
ま

１
て
８
　
　
－
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６
　
て

１
４
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６
り
さ
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数
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表
り
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１
よ
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表
　
合
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査
１
３
６
　
総
り

調
第
，
（
よ

済
・
３
５
　
価
６
・

経
査
，
物
〃

家
調
３
４
　
者
お

農
計
，
養
〃

糧
鴻
鵡

｛
６
３
２
７
り
圏
伽

５
５
１
９
第
よ
都
〃

”
，
，
表
首
舳

　
た
査
４
　
刑

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

１
　
　
　
　
　
　
　
　
２

〕考備〔

時
期
、
粗
収
益
の

伸
び
率
を
ニ
ポ
イ

ソ
ト
ほ
ど
上
回
っ

て
上
昇
し
た
た
め
、

農
業
所
得
の
伸
び

率
は
わ
ず
か
八
・

三
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
し
た
が

っ
て
農
業
所
得
の

こ
の
伸
び
率
で
は

増
大
す
る
家
計
費

を
充
足
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
農
外

所
得
へ
の
依
存
が

急
速
に
つ
よ
ま
り
、
こ
の
問
、
農
外
所
得
は
三
七
・
二
％
の
上
昇
を
み

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
農
家
所
得
（
農
業
所
得
プ
ラ
ス
農
外
所
得
）
の
伸

び
率
は
結
局
二
二
・
六
％
に
と
ど
ま
り
、
同
時
期
に
六
七
％
も
の
膨
脹

を
み
た
家
計
費
の
伸
び
率
を
大
幅
に
下
回
る
こ
と
に
た
っ
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
中
農
１
１
分
解
基
準
上
昇
の
主
要
な
要
因
は
、
第
一
に
、
家
族

　
　
　
　
タ
イ
農
民
層
分
解
の
論
理
（
田
坂
）

家
計
費
の
膨
脹
に
あ
り
、
第
二
に
、
経
営
費
の
増
大
に
対
し
て
粗
収
益

の
増
大
が
見
合
わ
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
が
明
ら
か
で
あ
る
。

農
民
層
分
解
の
内
的
要
因
と
し
て
機
能
す
る
、
こ
れ
ら
二
契
機
に
つ
い

て
、
以
下
、
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　
Ａ
、
家
計
費
の
膨
脹

　
一
九
六
〇
年
代
の
顕
著
な
「
経
済
成
長
」
は
、
バ
ソ
コ
ヅ
ク
Ｈ
ト
ソ

ブ
リ
ー
地
域
を
中
心
に
都
市
生
活
の
様
式
を
変
化
さ
せ
、
消
費
と
家
計

の
水
準
の
上
昇
を
も
た
ら
し
た
が
、
こ
の
都
市
的
生
活
様
式
は
、
杜
会

的
に
一
種
の
生
活
強
制
と
し
て
農
村
地
域
に
も
波
及
し
、
農
村
に
お
げ

る
生
活
様
式
を
多
か
れ
少
た
か
れ
変
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま

ず
、
こ
う
し
た
生
活
様
式
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
、
六
〇
年
代
の
「
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

済
成
長
」
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
戦
後
タ
イ
経
済
は
、
一
九
六
一
年
を
初
年
度
と
す
る
第
一
次
経
済
開

発
計
画
と
、
こ
れ
に
も
と
づ
く
六
二
年
の
産
業
投
資
奨
励
法
の
大
幅
改

正
（
投
資
に
対
す
る
各
種
恩
典
、
奨
励
対
象
業
種
の
指
定
、
開
放
的
外
資
導
入

策
な
ど
）
を
画
期
と
し
、
経
済
成
長
率
（
年
平
均
）
八
・
三
劣
（
一
九
六

一
～
七
〇
年
）
、
一
人
当
り
Ｇ
Ｎ
Ｐ
増
加
率
（
年
平
均
）
五
・
六
劣
と
い
う

顕
著
な
発
展
を
み
せ
た
の
で
あ
る
。
投
資
奨
励
法
適
用
許
可
実
績
に
お

け
る
奨
励
企
業
総
数
（
一
九
六
〇
～
七
五
年
二
月
）
は
八
六
八
杜
、
登
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
（
四
八
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
三
号
）

資
本
金
総
額
二
一
九
億
バ
ー
ツ
、
投
資
総
額
四
八
二
億
バ
ｉ
ツ
、
タ
イ

人
雇
用
数
二
四
万
三
、
六
五
〇
人
と
い
う
観
模
に
達
し
た
。
こ
う
し
た

タ
イ
の
「
経
済
成
長
」
を
主
導
し
た
の
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
急
激
な
設
備

投
資
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
機
械
・
装
置
関
係
投
資
は
年
率
一
七
・
六

，
劣
（
一
九
六
〇
～
七
三
年
）
と
急
速
に
の
び
、
政
府
・
建
設
投
資
（
一
四
・

二
％
）
と
民
問
・
建
設
投
資
（
二
一
・
三
％
）
と
が
こ
れ
に
っ
づ
き
、
設

傭
投
資
全
体
で
は
年
率
一
四
・
五
％
と
い
う
大
幅
な
伸
び
率
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
高
率
な
設
備
投
資
を
可
能
に
し
、
資
金
源

と
し
て
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
の
が
、
外
資
導
入
で
あ
っ
た
。
投
資
奨

励
法
適
用
許
可
実
績
（
一
九
六
〇
～
七
五
年
二
月
）
に
お
げ
る
外
国
資
本

は
三
七
億
バ
ー
ツ
で
、
こ
れ
は
登
録
資
本
金
総
額
の
約
三
〇
劣
を
し
め

て
い
る
。
な
か
で
も
日
本
資
本
は
一
六
億
バ
ー
ツ
（
登
録
資
本
金
総
額
の

二
雰
）
と
最
も
高
く
、
第
二
位
の
ア
メ
リ
カ
の
五
億
バ
ー
ツ
（
同
四
％
）

を
大
き
く
引
き
は
な
し
て
い
る
。
目
系
企
業
の
総
数
は
推
定
三
五
〇
杜

で
、
製
造
業
を
中
心
に
、
商
業
・
金
融
、
建
設
、
広
告
、
ホ
テ
ル
業
な

ど
多
く
の
分
野
に
進
出
し
て
い
る
が
、
な
か
で
も
繊
維
が
三
二
杜
と
最

も
多
く
、
つ
い
で
化
学
薬
品
二
六
杜
、
輸
送
機
器
一
八
杜
、
金
属
一
七

杜
、
食
品
一
〇
杜
と
た
っ
て
い
る
。
目
本
か
ら
の
機
械
・
建
設
資
材
な

ど
の
輸
入
増
加
に
く
わ
え
て
、
こ
の
よ
う
な
輸
入
代
替
た
い
し
輸
出
促

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
（
四
八
二
）

進
産
業
に
関
連
す
る
産
業
部
門
へ
の
目
本
企
業
の
進
出
は
、
第
７
表
付

図
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
商
品
の
市
場
占
有
率
を
極
端
に
高
め
、

対
目
経
済
従
属
を
深
め
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
か
く
て
、
一
九
六
〇
年
代
の
顕
著
な
「
経
済
発
展
」
は
、
や
や
極
論

す
れ
ぱ
、
日
本
の
産
業
再
編
成
過
程
で
過
剰
化
し
た
都
門
や
ス
ク
ラ
ッ

プ
化
し
た
産
業
を
、
輸
入
代
替
工
業
と
し
て
導
入
・
移
植
す
る
こ
と
を

っ
う
じ
て
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
第
１
、
第
－
両
部
門
の

相
互
依
存
関
係
の
確
立
見
通
し
を
喪
失
し
た
ま
ま
、
た
ん
に
生
産
財
の

輸
入
急
増
　
　
生
産
財
輸
入
額
は
六
〇
年
代
後
半
に
は
タ
イ
の
輸
出
総

額
を
二
〇
％
も
上
回
る
に
い
た
る
　
　
に
結
果
し
、
結
局
、
日
本
独
占

資
本
の
輸
出
市
場
拡
大
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
と
も
か
く
、
こ
う
し
た
「
経
済
成
長
」
の
も
と
で
商
品
物
量
の
多
様

化
と
豊
富
化
が
も
た
ら
さ
れ
、
消
費
と
家
計
の
水
準
が
上
昇
し
て
都
市

生
活
の
様
式
自
体
が
変
化
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
中
部
タ

イ
の
都
市
に
お
け
る
月
問
平
均
家
計
支
出
は
、
一
九
六
三
年
に
九
五
七

・
ニ
バ
ー
ツ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
五
年
後
の
六
八
－
六
九
年
に
は
約
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

一
％
も
増
大
し
、
一
六
三
四
・
六
バ
ー
ツ
と
た
っ
て
い
る
。

　
都
市
に
お
け
る
家
計
費
の
膨
脹
は
、
農
村
に
在
住
し
た
が
ら
農
外
資

本
主
義
の
事
実
上
の
賃
金
労
働
者
と
し
て
捗
成
さ
れ
て
き
て
い
る
出
稼
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温

蟻

。
少
総

成
　
　
÷

作
は
）

り
口
万
量

骸

第
舳
、
め

　
ユ
　
カ

査
』
本
・

灘
嚇第絆

イ
『
業
×

６
８
会
企
量

１
９
協
資
要

．
易
投
而

表
貿
接
総

１
２
泰
直
÷

第
日
本
量

，
，
日
産

査
は
（
生

調
て
は
業

計
い
線
企

家
つ
点
資

年
に
の
投

６
３
図
図
接

１
９
付
付
直

　
　
　
本

１
）
　
　
２
）

〕考備〔

タ
イ
農
民
層
分
解
の
論
理
（
田
坂
一

・
兼
業
農
家
を

媒
介
と
し
て
波

及
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、

こ
の
波
及
過
程

は
、
道
路
交
通

網
の
発
達
に
と

も
た
っ
て
い
っ

そ
う
の
抽
車
が

か
か
っ
た
こ
と

は
い
う
ま
で
も

な
い
。
一
九
五

〇
年
以
来
、
活

発
た
道
路
建
設

が
実
施
さ
れ
、

四
九
年
に
は
わ

ず
か
七
六
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
．
ル
に

す
ぎ
な
か
っ
た

舗
装
道
路
が
、
六
七
年
に
は
そ
の
約
八
倍
に
あ
た
る
六
、
○
八
七
キ
ロ

に
拡
張
さ
れ
、
ま
た
非
舗
装
道
路
も
五
、
〇
三
〇
キ
ロ
か
ら
七
、
三
二

ニ
キ
ロ
に
延
長
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
一
九
六
九
年
ま
で
に
七

一
県
の
県
都
の
う
ち
六
っ
を
の
ぞ
い
た
全
部
が
舗
装
道
路
に
よ
っ
て
往

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

来
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
道
路
開
発
は
、
地
域
の
生
産
と

生
活
を
一
変
さ
せ
、
こ
れ
を
商
品
経
済
に
編
入
す
る
附
帯
的
装
置
と
し

て
大
き
た
力
を
発
揮
し
て
い
る
。

　
農
家
家
計
費
の
膨
脹
の
傾
向
は
、
第
５
表
に
よ
っ
て
も
そ
の
一
端
が

窺
わ
れ
る
が
、
特
徴
的
な
こ
と
は
、
食
費
と
目
用
品
購
入
支
出
の
増
大

が
家
計
費
膨
脹
の
主
要
た
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
　
「
日
用

品
の
中
に
は
か
っ
て
自
家
生
産
を
し
て
い
た
も
の
ま
で
買
う
よ
う
に
な

っ
た
へ
た
と
え
ぱ
ナ
ム
プ
ラ
ー
（
魚
醤
）
、
白
米
匁
ど
。
さ
ら
に
は
か
つ

て
全
く
使
わ
た
か
っ
た
も
の
で
必
需
品
と
た
っ
た
も
の
に
調
味
料
、
歯

み
が
き
粉
、
歯
ブ
ラ
シ
、
石
鹸
、
シ
ャ
ソ
プ
ー
、
紙
巻
タ
バ
コ
等
が
あ

（
８
）
る
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
た
日
用
必
需
品
購
入
の
増
大
は
、

消
費
生
活
に
お
げ
る
商
品
経
済
の
湊
透
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
。
、
農
家
家
計
費
の
膨
脹
は
、
第
７
表
が
示
す
よ
う
に
、
日
本
独
占
資

本
の
市
場
支
配
下
で
つ
く
り
出
さ
れ
る
消
費
財
の
独
占
価
格
に
よ
る
持

ち
こ
み
に
も
起
因
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
耐
久
消
費
財
の
普
及
率
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
（
四
八
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
．
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
（
四
八
四
）

れ
自
体
は
と
う
て
い
高
い
も
の
と
は
い
え
た
い
が
、
一
九
六
三
年
か
ら
　
　
の
網
の
目
に
次
第
に
深
く
農
民
を
ま
き
込
ん
で
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

六
八
－
六
九
年
に
か
げ
て
い
ず
れ
も
上
昇
し
て
き
て
お
り
、
農
家
家
計
　
　
　
さ
て
、
こ
の
よ
う
た
農
家
家
計
費
の
上
昇
傾
向
は
農
民
労
働
力
再
生

費
の
な
か
で
独
占
資
本
の
商
品
の
占
め
る
比
重
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
　
　
産
費
の
杜
会
的
水
準
の
上
昇
を
反
映
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
た
い
が
、

こ
と
は
疑
い
え
な
い
。
か
く
て
、
生
活
様
式
の
変
化
の
過
程
は
、
一
方
で
　
　
こ
れ
は
当
然
、
農
業
所
得
と
し
て
経
営
を
っ
う
じ
て
自
ら
生
産
し
、
自

農
民
労
働
力
の
再
生
産
に
要
す
る
商
品
物
量
の
豊
富
化
と
多
様
化
を
杜
　
　
ら
に
支
払
う
労
賃
部
分
の
拡
大
を
絶
え
ず
は
げ
し
く
っ
き
上
げ
る
力
と

会
的
強
制
力
を
か
り
て
押
し
っ
げ
、
他
方
で
は
独
占
価
格
に
よ
る
収
奪
　
　
し
て
作
用
す
る
。
し
か
し
、
杜
会
的
強
制
力
を
奉
っ
て
上
昇
し
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

儒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
調
３
５
参
　
で
　
　
農
家
の
消
費
と
家
計
の
水
準
が
、
そ
の
ま
ま
自
家
労
賃
の
単
価
上

イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
８
済
，
を
　
得

４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
経
３
４
考
　
所
　
　
昇
と
し
て
米
価
形
成
の
費
用
要
因
に
計
上
さ
れ
、
こ
れ
に
も
と
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝸
家
，
備
　
家

自
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
農
３
３
の
　
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
５
年
７
・
表
　
傲
　
　
い
て
米
価
が
規
制
さ
れ
る
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
い
て
い
る
と

轍
　
　
　
　
　
　
　
泌
ぷ
燗
は
必
ず
し
も
い
い
が
た
い
の
で
考
す
で
に
み
た
よ
う
に
・
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
ま
　
は
　
農

２
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
，
２
て
　
は
　
　
価
は
中
農
下
隈
の
ｏ
＋
メ
十
内
に
よ
っ
て
「
調
節
」
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
り
１
い

標
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
よ
４
一
つ
　
率

指
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
表
２
に
　
枇
　
　
る
と
は
い
え
、
こ
の
水
準
の
も
と
で
は
農
業
労
働
力
の
価
直
実
現

析
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
冊
８
，
法

難
　
　
　
　
　
暇
二
は
嚢
臨
時
雇
賃
金
（
乃
）
水
準
の
そ
れ
で
し
か
な
く
杜
会
的

主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
４
．
２
此
　
プ
　
　
標
準
的
賃
金
（
乃
）
か
ら
の
大
幅
な
控
除
を
ふ
く
ん
だ
も
の
と
な

榊
　
　
　
　
　
　
　
営
膿
罫
一
て
室
こ
の
低
米
価
の
ゆ
え
に
農
業
所
得
の
伸
び
為
対

経
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
排
篶
鮎
菰

家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
５
３
２
第
４
１
　
５
５
し
　
的
に
停
滞
し
（
第
６
表
）
、
農
業
所
得
に
よ
る
家
計
費
充
足
率
も
低

農
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
９
，
　
，
。
１
９
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
査
３
６
照
　
代
　
下
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
き
に
第
３
表
お
よ
び
第
４
表
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）
　
　
　
　
　
２
）

表８
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剃
　
　
　
　
　
　
　
よ
っ
て
、
農
業
所
得
で
家
計
費
を
ま
か
な
え
る
最
下
限
の
階
層
が

第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
～
四
〇
ラ
イ
揚
模
（
一
九
五
五
－
五
六
年
段
階
）
か
ら
四
〇
～

農

３
６
８
　
６
５
　
９
７
　
２
２

８
一
７
一
２
一
１
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一
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一
　
８
一
７
一
　
Ｌ
８
６
４
５
３
２
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２
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４
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農
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７
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一
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１
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５
４
３
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１
　
１
６
　
　
２
１

３
２

６

２
，

一

３
　
　
　
　
　
２

３

９

自

△

１

農

９
４
９
　
６
２
　
６
１
　
　
５
４
５
４

■

作
７
・
４
・
１
・
一
４
・
Ｌ
　
０
・
Ｌ
　
　
６
・
０
・

７
６
５
　
１
１
　
１
０
　
２
８
　
　
　
　
　
　
　
”
Ｏ
　
　
　
　
　
向
６

５
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’

自

２△

５
６
年

均
　
　
　
　
）
７
１
２
３
８
３
　
９
１
　
１
０

－
５

Ｌ
３
一
３
一
７
一
５
一
８
一
　
８
一
２
　
３
０
一
８
８
６
１
４
１
　
２
４
　
　
１
８

０
０

７

５
９

平

（
　
　
　
　
　
　
一
Ｌ
Ｏ
　
　
　
　
　
Ｑ
０

△

１

」

）
）
）
）
）
）
　
　
　
　
）
）
　
　
　
　
）
）

％
％
％
％
％
劣
　
日
ツ
　
ツ
ツ

（
（
（
（
（
（
　
　
（
一
　
　
一
一

）
ツ

標

度
率
率
率
率
率
　
度
い
　
い
い
符
汐
業

１

ノ

ｕ

ヒ
日

（
■

チ

』
］

乗
１

析

余済

分

経家

農
宗
農
小
負
プ
集
　
　
生

農
’



六
〇
ラ
ィ
規
模
（
一
九
六
四
年
段
階
）
へ
上
昇
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
し
た
が
、
第
８
表
に
よ
っ
て
も
全
階
層
平
均
の
家
計
費
充
足
率
が
、

一
九
五
五
－
五
六
年
か
ら
六
五
年
に
か
げ
て
八
三
・
一
％
か
ら
六
四
・

四
～
四
七
・
六
％
に
低
下
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
同
じ
よ
う
に
、
農
業
依
存
度
、
つ
ま
り
農
家
所
得
の
な
か
に
し
め

る
農
業
所
得
の
割
合
も
、
一
九
五
五
－
五
六
年
の
八
一
・
七
％
か
ら
一

九
六
五
年
の
七
七
・
九
～
六
八
・
三
％
に
低
下
し
て
き
て
い
る
の
で
あ

る
（
第
８
表
）
。

　
こ
の
よ
う
た
農
業
依
存
度
と
家
計
費
充
足
率
の
低
下
は
、
第
一
に
、

農
業
経
営
を
し
て
農
外
所
得
と
く
に
賃
金
収
入
へ
の
傾
斜
を
強
め
、
農

民
の
賃
労
働
兼
業
化
を
押
し
す
す
め
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
　
「
農
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

の
『
副
業
』
の
発
展
、
す
な
わ
ち
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
化
の
第
一
段
階
」
と

い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
農
民
の
農
外
所
得
へ
の
依
存
の
増
大
は
、
農

民
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ヘ
の
転
化
の
過
渡
的
形
態
に
ほ
か
な
ら
た
い
。
そ

こ
で
、
農
家
所
得
に
し
め
る
賃
金
収
入
の
割
合
、
つ
ま
り
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
化
率
を
み
る
と
、
一
九
五
五
－
五
六
年
の
一
八
・
三
％
（
た
だ
し
こ
の

数
字
は
癖
享
斗
諭
／
癖
糾
ヨ
璃
）
か
ら
一
九
六
五
年
の
二
九
・
五
％
に
上

昇
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
化
が
と
く
に
小
作
農
に
お
い
て
強
ま
っ
て
き
て

い
る
。
な
か
で
も
「
ラ
ッ
プ
チ
ャ
ー
ソ
（
旦
雇
）
と
よ
ば
れ
る
層
が
沈
．

　
　
　
　
タ
イ
農
民
層
分
解
の
論
理
（
田
坂
）

澱
し
は
じ
め
て
お
り
、
中
部
の
農
村
で
は
そ
の
割
合
は
全
農
家
数
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

～
三
割
に
達
す
る
の
で
は
た
い
か
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

下
層
農
の
賃
労
働
兼
業
化
の
増
大
は
、
農
家
経
済
の
破
綻
の
結
果
で
あ

る
と
と
も
に
、
ア
ウ
レ
ソ
グ
（
ト
旨
器
晶
）
と
か
ロ
ソ
グ
ケ
ー
ク
（
－
ｏ
晶
－

忍
具
）
と
か
呼
ぽ
れ
る
共
同
態
的
労
働
編
成
の
解
体
化
の
た
か
で
進
行

し
て
い
る
こ
と
に
も
あ
わ
せ
て
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
も
か
く
杜

会
的
に
強
制
さ
れ
て
く
る
農
家
家
計
費
の
上
昇
に
、
対
応
す
る
た
め
に
、

賃
金
収
入
へ
の
依
存
を
農
家
経
済
再
生
産
の
不
可
欠
の
要
因
と
せ
ざ
る

を
え
た
い
農
家
が
、
中
問
層
を
も
含
め
て
と
く
に
。
零
細
農
に
お
い
て
広

汎
化
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
そ
し
て
最
も
重
要
た
こ
と
は
、
農
業
依
存
度
と
家
計
費
充

足
率
の
低
下
が
農
民
を
し
て
生
産
と
生
活
の
破
綻
を
糊
塗
す
る
た
め
の

資
金
調
達
を
必
要
た
ら
し
め
、
農
家
負
債
を
増
加
さ
せ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
負
債
農
家
比
率
は
、
第
９
表
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
九
五
七

年
か
ら
六
七
－
六
八
年
に
か
け
て
一
五
県
平
均
で
五
〇
％
か
ら
七
八
％

に
上
昇
し
、
と
く
に
負
債
農
家
比
率
が
従
来
相
対
的
に
低
か
っ
た
地
域

　
　
そ
の
地
域
は
ま
た
商
品
化
率
も
と
も
に
低
い
　
　
に
お
い
て
上
昇

が
著
し
い
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
、
負
債
負
担
率
、
つ
ま
り
農
家

所
得
に
し
め
る
負
債
額
の
割
合
は
、
小
作
農
に
お
い
て
最
も
高
く
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
（
四
八
五
）

，



率比家農債負牙
．
県表９第

立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
三
号
）

年８６．
７６９１年７５９１

瀦
債
負
率

家
数農債

負
戸

家
数農査

調
戸

簿
債
負
率

家
数農債

負
戸

家
数農査

調
戸

口
刀
　
　
．

県

８
９

７
８

９
２

９
０

９
２

７
７

８
２

８
８

５
８

７
７

８
９

７
９

５
９

７
３

４
７

９
３

６
４

８
４

０５１

７
１

５
３

００２

８５１

４
２

７
８

８
６

９
８

２２１

７０１

４
２

５０１

８
２

９
１

６６１

７
７

６
９

７５２

０８１

７
２

２０１

９
７

４２１

６０２

７４１

８
９

８
７

８
５

５
３

８
２

５
７

３
０

４
７

５
２

３
７

４
０

５
７

５
１

４
２

３
６

４

２２１

６０１

７
１

２６１

６
６

３
２

４８１

５４１

４
０

６
５

６
６

７
６

８
２

８
２

４

１４１

４２１

３３１

８９１

５１１

７０１

８８３

０８２

７０１

４６１

６１１

９４１

７９１

５２２

７０１

ソコナラプ

ソカラプトツムサ

－ニタムト

ｏ
、

ノ

オサグソヤチヤチ

－リブソチラプ

－リブーラ

－リブソパス

ヤタユア

グソトグソア

トーナイヤチ

－リ

■

フラサ

－リ

“

フツ艀

ソワサソコナ

トツチピ

ソブヤチーぺ

７
８８５４１４６８１

５
０９１４１３２８２計

○

成作りよ表
４
２第

，

査調債負家農年
６
８

７
一

９
６ユ，表

１
６第

，

査調債負家農年
５
８ト

９
５ユ〕考備〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
（
四
八
六
）

六
・
六
％
、
自
小
作
農
で
二
二
・
○
％
、
自
作
農
で
一
四
・
六
％
で

あ
る
（
一
九
六
五
年
第
８
表
）
。
農
家
経
済
の
解
体
化
煩
向
の
た
か
で

土
地
の
質
入
れ
１
－
カ
ー
イ
・
フ
ァ
ー
ク
（
竃
巴
霊
斤
）
に
よ
っ
て
資

金
を
調
達
す
る
負
債
農
家
が
増
大
し
、
か
か
る
形
で
移
成
さ
れ
た
質

地
小
作
関
係
　
　
そ
れ
は
質
地
の
請
戻
し
の
可
能
性
が
残
っ
て
い
る

か
ぎ
り
本
来
の
土
地
の
貸
借
１
１
小
作
関
係
で
は
な
く
て
金
穀
の
貸
借

関
係
で
あ
る
　
　
が
長
期
に
わ
た
っ
て
っ
づ
く
と
、
土
地
所
有
権
が

質
取
主
に
移
行
し
、
本
来
の
土
地
の
貸
借
関
係
つ
ま
り
地
主
小
作
関

係
に
転
化
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
当
然
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
元
本

・
金
利
の
返
済
に
窮
し
て
、
質
地
や
他
の
所
有
地
を
売
却
し
て
し
ま

い
、
無
産
者
に
転
落
す
る
場
合
も
充
分
考
え
ら
れ
る
。
か
く
て
、
分

解
基
準
の
上
昇
の
も
と
で
の
、
こ
の
よ
う
た
農
家
経
済
の
広
範
た
解

体
化
と
農
家
負
債
の
累
積
、
そ
し
て
質
地
小
作
者
な
い
し
無
産
者
へ

の
転
落
と
が
、
中
部
タ
イ
の
農
村
に
お
げ
る
主
要
動
向
を
な
す
と
思

わ
れ
る
。
な
お
、
農
家
負
債
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
中
途

半
端
な
考
察
を
さ
げ
、
あ
ら
た
め
て
別
稿
を
用
意
す
る
こ
と
に
し
た

い
。　

さ
て
、
以
上
を
概
活
す
れ
ぱ
、
中
部
タ
イ
の
農
家
経
済
は
、
杜
会

的
強
制
力
を
か
り
て
押
し
つ
げ
ら
れ
て
く
る
家
計
費
の
増
大
に
対
応



し
、
農
業
経
営
を
と
お
し
て
自
家
労
賃
の
確
保
と
拡
大
を
は
か
っ
て
い

く
こ
と
が
い
よ
い
よ
困
難
と
な
り
、
農
業
依
存
度
が
ま
す
ま
す
後
退
し
、

そ
し
て
農
業
所
得
に
よ
る
家
計
費
の
充
足
が
不
断
に
お
び
や
か
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
一
方
で
ぱ
、
農
業
内
外
に
ま
た
が
る
賃
労
働
兼
業

が
広
範
化
し
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
が
進
行
す
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
、

農
家
負
債
が
累
稜
・
蔓
延
化
し
て
質
地
小
作
関
係
（
本
来
の
小
作
関
係
）

が
展
開
し
て
き
て
い
る
。

　
Ｂ
　
経
営
費
の
増
大

　
農
業
経
営
内
で
粗
収
益
の
増
大
に
よ
っ
て
家
計
費
の
膨
脹
に
対
応
し

て
ゆ
こ
う
と
す
れ
ぱ
、
当
然
、
経
営
の
集
約
化
・
多
角
化
に
よ
る
土
地

利
用
．
経
営
組
織
の
高
度
化
と
い
う
方
向
が
多
か
れ
少
な
か
れ
必
然
化

し
、
こ
こ
か
ら
経
営
費
の
増
大
が
不
可
避
的
に
生
じ
て
こ
ざ
る
を
え
な

い
。
い
ま
、
こ
の
国
に
お
け
る
米
生
産
費
の
構
成
と
傾
向
を
検
討
す
る

た
め
に
、
第
１
０
表
を
掲
げ
る
。

　
ま
ず
第
一
に
刮
目
す
べ
き
こ
と
は
、
固
定
資
本
磨
減
償
却
部
分
と
流

動
資
本
部
分
の
う
ち
の
肥
料
・
農
薬
費
と
が
、
一
九
六
四
年
か
ら
一
九

六
八
－
六
九
年
に
か
げ
て
い
ず
れ
も
三
倍
以
上
の
増
大
傾
向
を
示
し
、

米
作
支
出
額
に
し
め
る
不
変
資
本
消
耗
部
分
全
体
の
構
成
比
が
一
九
六

八
－
六
九
年
に
い
た
っ
て
約
三
五
劣
の
水
準
に
到
達
し
た
と
い
う
こ
と

　
　
　
　
タ
イ
農
民
層
分
解
の
論
理
（
田
坂
）

）均平り当戸－家農（費産生米表
１
０第
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目

ぶ
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｛｝
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ａ
　
　
ｂ
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ユ
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あ
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、
め

査
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カ

調
出
額

償
支
出

負
作
支

家
米
均

農
の
平

年
均
の

６
９
平
農

８
一
層
作

９
６
階
剥

ユ
家
－

・
農
料

３
表
全
作

騨
ふ
い

　
－
だ

年
イ
出

６
４
６
８
支

１
９
１
９
均

　
　
平

１
）
２
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七
三
（
四
八
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
三
号
）

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
は
、
米
穀
局
に
よ
る
燐
安
合
成
肥
料
の
簡
易

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

施
肥
法
の
普
及
、
一
九
六
〇
年
以
降
伸
長
し
て
く
る
農
業
資
材
の
輸
入
、

国
産
の
耕
転
機
・
プ
ロ
ペ
ラ
ポ
ソ
プ
の
利
用
、
等
を
指
標
す
る
も
の
に

ほ
か
た
ら
た
い
。
事
実
、
農
家
レ
ベ
ル
に
お
げ
る
肥
料
・
農
薬
の
普
及

率
を
み
る
と
、
そ
の
使
用
量
の
多
寡
は
別
に
し
て
、
肥
料
で
は
農
家
の

六
〇
～
七
〇
％
が
、
ま
た
農
薬
に
い
た
っ
て
は
九
〇
～
九
七
％
が
使
用

　
　
　
（
１
２
）

し
て
い
る
。
さ
ら
に
四
輸
ト
ラ
ク
タ
ー
（
一
九
六
九
年
時
点
で
約
二
万
五
、

○
○
○
台
）
は
中
部
タ
イ
の
約
六
〇
劣
の
田
圃
の
耕
転
に
利
用
さ
れ
、

最
近
で
は
水
牛
耕
に
か
わ
っ
て
オ
ベ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
賃
耕
が
進
展
し

　
　
　
　
（
１
３
）

て
き
て
い
る
。
土
地
利
用
の
一
定
程
度
の
高
度
化
を
可
能
な
ら
し
め
る
、

こ
の
よ
う
た
技
術
水
準
の
上
昇
は
、
必
然
的
に
経
営
費
の
増
大
を
も
た

ら
し
、
個
々
の
農
業
経
営
に
と
っ
て
圧
力
と
し
て
作
用
せ
ざ
る
を
え
た

い
。
す
な
わ
ち
、
農
業
固
定
資
本
お
よ
び
流
動
資
本
の
増
投
と
そ
れ
に

も
と
づ
く
技
術
水
準
の
上
昇
は
、
第
８
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
労
働

集
約
度
、
　
つ
ま
り
一
ラ
イ
当
り
投
下
農
業
労
働
目
を
二
八
・
九
日
（
一

九
五
五
～
五
六
年
）
か
ら
一
〇
目
前
後
（
一
九
六
五
年
）
に
低
下
さ
せ
る
一

方
、
資
本
集
約
度
、
つ
ま
り
一
ラ
イ
当
り
農
業
固
定
資
本
額
を
五
四
ニ

バ
ー
ツ
か
ら
六
〇
一
バ
ー
ツ
ヘ
と
上
昇
さ
せ
、
農
機
具
を
は
じ
め
と
し

て
農
業
固
定
資
本
の
負
担
が
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
き
た
こ
と
を
明
ら

七
四
（
四
八
八
）

か
に
し
て
い
る
。

　
な
お
、
不
変
資
本
部
分
の
増
投
に
も
と
づ
く
経
営
費
増
大
の
過
程
は
、

同
時
に
、
調
達
さ
れ
る
生
産
手
段
の
一
定
部
分
が
独
占
資
本
の
生
産
物

で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
小
農
民
の
生
産
物
と
の
不
等
価
交
換
を
拡
大
し
、

本
来
的
費
用
を
不
当
に
高
め
る
過
程
で
も
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で

あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
経
営
費
増
大
の
要
因
は
た
ん
に
不
変
資
本
消
耗
部
分
の
増

大
に
よ
る
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
と
た
ら
ん
で
第
二
に
、
小
作
料
率
に

示
さ
れ
る
地
代
負
担
の
過
重
も
経
営
費
増
大
の
圧
力
と
し
て
作
用
し
、

小
作
農
お
よ
び
自
小
作
農
が
手
に
す
る
農
業
純
収
益
を
不
断
に
縮
減
す

る
要
因
と
た
っ
て
い
る
。
第
１
０
表
に
お
け
る
一
九
六
八
－
六
九
年
の
小

作
料
額
は
、
自
作
農
を
も
ふ
く
め
た
全
農
家
階
層
の
平
均
額
で
あ
る
た

め
、
小
作
農
の
生
産
費
構
成
と
し
て
は
相
対
的
に
低
く
表
出
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
で
も
生
産
費
の
三
〇
％
を
こ
え
て
い
る
の
で
あ
る
（
ち
た

み
に
同
年
度
の
小
作
料
負
担
農
家
の
平
均
支
出
額
は
三
、
五
〇
〇
バ
ー
ツ
で
あ
っ

た
）
。
　
こ
こ
で
参
考
ま
で
に
、
小
作
料
に
関
す
る
主
要
指
標
を
あ
げ
て

　
　
（
１
４
）

お
こ
う
。
Ｈ
小
作
料
率
は
、
第
８
表
に
よ
れ
ぱ
、
一
九
五
五
－
五
六
年

か
ら
六
五
年
に
か
げ
て
一
七
％
か
ら
三
三
～
三
一
劣
に
上
昇
し
、
ニ
フ

イ
当
り
平
均
小
作
料
は
七
五
～
七
ニ
バ
ー
ツ
と
た
っ
て
い
る
。
ｏ
小
作



料
形
態
は
、
小
作
農
・
自
小
作
農
と
も
現
物
形
態
が
支
配
的
で
、
貨
幣

形
態
は
い
ま
だ
一
九
～
二
七
％
の
比
率
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
臼
小
作

契
約
期
問
は
、
小
作
農
・
自
小
作
農
と
も
一
年
契
約
が
圧
倒
的
で
あ
る

た
め
、
小
作
契
約
は
不
安
定
で
あ
り
、
こ
の
た
め
小
作
農
は
、
契
約
期

問
が
す
ぎ
た
後
に
効
果
を
生
ず
る
よ
う
た
永
続
的
な
投
資
を
回
避
す
る

こ
と
に
な
る
。
自
作
農
に
く
ら
べ
て
小
作
農
の
資
本
集
約
度
の
極
端
な

低
さ
　
　
自
作
農
の
六
〇
一
バ
ー
ソ
に
対
し
て
小
作
農
の
二
六
八
バ
ー

ツ
　
　
が
、
こ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
（
第
８
表
）
。
こ
う
し
た
地
代

負
担
の
圧
力
の
も
と
で
は
、
合
理
的
た
農
業
の
発
展
は
抑
制
さ
れ
（
擬

制
的
な
意
味
で
の
）
「
資
本
」
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
が
阻
碍
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
第
三
に
指
摘
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
、
共
同
態
的
労
働
編
成
の
解
体
化

傾
向
の
な
か
で
、
雇
用
労
働
に
よ
る
そ
の
「
代
位
」
と
「
補
完
」
の
編

成
替
が
進
行
し
、
雇
用
費
が
米
生
産
費
構
成
の
な
か
で
大
き
な
比
重
を

し
め
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
ウ
レ
ソ
グ
や
ロ
ソ
グ
ヶ
ー
ク
な
ど

の
共
同
作
業
組
織
を
代
位
し
、
か
つ
補
完
す
る
こ
の
雇
用
労
働
の
問
題

は
、
在
来
「
農
法
」
と
労
働
力
配
分
の
再
編
間
題
と
し
て
も
、
ま
た
農

民
層
分
解
と
経
営
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
化
の
問
題
と
し
て
も
、
さ
ら
に
追
求
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
た
だ
経
営
費
増
大
の
主
要
因
と
な
っ

　
　
　
　
タ
イ
農
民
層
分
解
の
論
理
（
田
坂
）

て
き
て
い
る
と
い
う
指
摘
だ
け
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

　
か
く
て
、
不
変
資
本
部
分
と
雇
用
労
賃
部
分
と
の
増
大
、
そ
し
て
地

代
負
担
の
過
重
化
が
、
経
営
費
増
大
の
圧
力
と
し
て
作
用
し
、
こ
れ
は
、

農
業
所
得
率
、
つ
ま
り
農
業
粗
収
益
に
対
す
る
農
業
純
収
益
の
比
率
を

傾
向
的
に
低
下
さ
せ
、
第
８
表
に
明
ら
か
た
よ
う
に
、
一
九
六
五
年
に

は
四
九
～
五
三
％
の
水
準
に
押
し
こ
み
、
農
業
所
得
を
全
体
と
し
て
悪

化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
家
計
費
の
膨
脹
傾
向
が
ひ
き
つ
づ
く

な
か
で
、
経
営
費
増
大
に
も
と
づ
く
農
業
所
得
率
の
傾
向
的
低
下
は
、

農
業
所
得
に
よ
る
家
計
費
の
充
足
を
不
断
に
お
び
や
か
Ｌ
、
農
家
経
済

を
し
て
賃
金
収
入
へ
の
依
存
１
ー
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
化
傾
向
を
促
進
し
た
が

ら
、
同
時
に
、
農
家
負
債
を
増
加
さ
せ
質
地
小
作
へ
の
転
落
を
押
し
す

す
め
る
要
因
と
た
っ
て
い
る
。

　
以
上
、
農
民
層
の
分
解
基
準
の
上
昇
要
因
を
家
計
費
の
膨
脹
と
経
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

費
の
増
大
の
二
要
因
に
求
め
、
い
わ
ば
農
民
層
の
分
解
論
理
の
一
端
を

明
ら
か
に
し
て
き
た
。
つ
づ
い
て
、
こ
の
分
解
基
準
上
昇
の
も
と
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

農
民
層
の
具
体
的
た
分
解
形
態
を
分
析
の
姐
上
に
の
ぽ
せ
な
げ
れ
ば
汰

ら
な
い
が
、
・
」
■
の
間
題
に
っ
い
て
の
詳
細
た
分
析
は
別
稿
を
予
定
し
て

い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
、
経
営
規
模
別
農
家
構
成
の
推
移
を
示
す
第
ｕ

表
を
掲
示
す
る
だ
げ
に
と
ど
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
（
四
八
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
三
号
）

　
一
九
六
〇
年
代
半
ぱ
の
時
点
に
お
げ
る
中
農
下
隈
、
つ
ま
り
経
営
規

模
に
し
て
四
〇
～
六
〇
ラ
イ
層
を
基
準
と
し
て
、
六
〇
年
代
後
半
か
ら

七
〇
年
代
初
頭
に
か
げ
て
の
農
家
階
層
別
構
成
比
の
変
化
を
追
跡
し
て

み
る
と
、
一
九
六
五
年
で
は
、
四
〇
～
六
〇
ラ
イ
以
下
層
の
比
率
は
、

　
）
　
％

県
　
，
ｕ
位
部
単
中
（

移
－
年

推
９
７
の
ど
成
年

構
６
５

家
１
９農牙模規営経表ｕ第
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農

４
４
４
９
３
２

０

７

２

２

２

０

９

１

１

作

１

１
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５

７
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７

１
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０
Ｆ
Ｏ
’
Ｏ

Ｏ

Ｊ

６

１

１

２

１

Ｏ

９

１

１

１

ホ

１

５

（
ｏ
Ｆ
０
７
１
７

農

Ｏ

７

４

２

１

Ｏ

９

１

作

１

｝

１

、

１

Ｊ

＊

５

３
３
４
８
３
９

０

自

６

２

２

１

１

１

Ｏ

９

１

１

１

１

（
ｏ
６
０
５
Ｆ
ｏ
７

０

農

７

２

２

２

１

０

９

１

１

作

１

１

５

３

１

■
１
ｏ
リ
ｎ
６
４

０

自

６

２
２

１

１

２

Ｏ

９

１

１

１

模

茅
肌
計

規

０

０

０

０

０

０

２
２
４
６
８
１

・
舳
ｋ
　
所

８
ｂ
　
箇

砕
哩
　
説

”
ａ
　
解

ｏ
Ｂ

ｃ
吻
（
　
の

　
１
・
　
表

山
９
７
　
原

ｄ
１
ｒ
　
一
　
　
は

脾
６
５
　
れ

ａ
ｇ

ｒ
１
　
　
　
こ

趾
　
，
　
　
　
。

Ｃ
〃
　
、
る

・
吻
　
カ
あ

。
・
伽
　
蝿
で

鳩
黙
ゆ

耐
ｚ
　
　
は
こ

Ｓ
他
　
と
い

ｄ
〃ぶ
霊
鴛
笑

鴛
表
は

滋
一
鴛
卿
蒜

　
五
１
　
　
（

）ユ〕考備〔

２
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
（
四
九
〇
）

自
作
農
で
二
四
劣
、
自
小
作
農
で
二
六
％
、
小
作
農
で
三
四
劣
で
あ
っ

た
が
、
七
一
年
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
二
劣
、
四
五
％
、
四
八
劣
と
大
幅
に

増
大
し
、
落
層
化
し
て
き
て
い
ゐ
。
つ
ぎ
に
四
〇
～
六
〇
ラ
イ
以
上
層

の
比
率
は
、
一
九
六
五
年
か
ら
七
一
年
に
か
け
て
、
逆
に
自
作
農
で
は

五
五
劣
か
ら
二
七
劣
へ
、
自
小
作
農
で
は
五
〇
劣
か
ら
二
九
％
へ
、
小

作
農
で
は
二
七
％
か
ら
二
二
％
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
大
幅
に
減
少
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
家
計
費
の
膨
脹
と
経
営
費
の
増
大
の
不
可
避

的
な
進
行
の
な
か
で
、
ま
た
農
工
問
の
不
等
価
交
換
の
一
定
程
度
の
拡

大
の
も
と
で
、
農
業
の
収
益
性
上
昇
に
よ
っ
て
こ
れ
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
ま
す
ま
す
困
難
と
な
り
、
階
級
分
解
の
分
岐
点
た
る
中
農
の
経

営
規
模
基
準
が
不
断
に
上
昇
し
、
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
中
農
層

の
専
業
的
存
立
の
基
盤
が
著
し
く
狭
め
ら
れ
、
中
農
の
大
量
的
部
分
が

新
し
い
競
争
１
１
分
解
水
準
か
ら
ふ
る
い
落
さ
れ
、
農
民
層
の
落
層
化
・

零
細
化
と
い
う
事
態
が
進
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
１
）
　
エ
ソ
ゲ
ル
ス
「
フ
ラ
ソ
ス
と
ト
ィ
ソ
に
お
げ
る
農
民
間
題
」
（
『
ブ
ル

　
　
ク
ス
・
エ
ソ
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
二
二
巻
、
大
月
書
店
）
四
八
三
頁
。

　
（
２
）
　
ニ
ソ
ゲ
ル
ス
、
同
右
、
四
八
三
頁
。

　
（
３
）
　
レ
ー
ニ
ソ
「
中
農
に
つ
い
て
」
（
『
レ
ー
ニ
ソ
全
集
』
第
二
九
巻
、
大

　
　
月
書
店
）
二
四
〇
頁
。

　
（
４
）
　
一
九
六
五
年
農
家
経
済
調
査
、
第
３
３
表
。



（
５
）
以
下
、
梶
田
勝
「
タ
イ
の
経
済
発
展
と
生
産
財
市
場
の
拡
大
」
（
『
ア

　
ジ
ァ
経
済
』
第
一
七
巻
丁
二
号
、
一
九
七
六
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
６
）
　
一
九
六
一
二
年
家
計
調
査
、
第
１
ｌ
ｏ
表
、
一
九
六
八
－
六
九
年
家
計

調
査
、
第
４
表
。

（
７
）
　
－
〇
一
Ｈ
づ
ｏ
ｑ
『
｝
冒
一
向
Ｓ
ミ
ｏ
§
、
Ｏ
｝
亀
ミ
憶
ぎ
暮
昆
ざ
ミ
ト
ー
ｃ
ｏ
｝
Ｑ
－
－
ｏ
，
Ｑ
一

　
８
罵
ｏ
昌
ぎ
Ｈ
竃
Ｈ
．
Ｓ
』
ベ
ベ
を
参
照
。

（
８
）
北
原
淳
「
タ
イ
農
村
の
変
容
過
程
」
（
宍
戸
編
『
タ
イ
経
済
発
展
の

諾
条
件
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
七
三
年
）
七
〇
頁
。

（
９
）
　
レ
ー
ニ
ソ
「
農
業
問
題
と
『
マ
ル
ク
ス
批
判
家
』
」
（
『
全
集
』
第
五

巻
）
二
二
五
頁
。

（
１
０
）
北
原
、
前
掲
（
注
８
）
論
文
、
七
二
頁
。

（
ｕ
）
　
一
九
六
〇
年
の
段
階
で
肥
料
・
農
薬
の
輸
入
額
は
一
億
五
〇
〇
万
バ

　
ー
ツ
、
農
機
具
の
輸
入
額
は
一
、
七
〇
〇
万
バ
ー
ツ
、
ト
ラ
ク
タ
ー
は

　
七
、
三
〇
〇
万
バ
ー
ツ
の
水
準
で
あ
っ
た
が
、
一
九
七
〇
年
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
五
億
八
、
二
〇
〇
万
バ
ー
ツ
、
三
、
七
〇
〇
万
バ
ー
ツ
、
三
億
九
、

　
五
〇
〇
万
バ
ー
ツ
の
水
準
に
急
伸
し
た
。

（
１
２
）
　
一
九
六
五
年
農
家
経
済
調
査
、
第
２
２
，
２
３
表
。

（
１
３
）
　
］
、
．
Ｏ
．
Ｈ
目
ｏ
ｑ
↓
”
昌
一
魯
．
、
ゴ
　
ｏ
Ｐ
Ｎ
べ
○
ｏ
～
切
．

（
１
４
）
小
作
料
形
態
、
小
作
契
約
期
問
に
つ
い
て
は
一
九
六
五
年
農
家
経
済

調
査
、
第
８
，
９
表
を
参
照
。

三
　
上
向
化
の
可
能
性

分
解
基
準
の
上
昇
の
も
と
で
の
農
家
経
済
の
広
汎
た
解
体
化
と
農
民

　
　
　
タ
イ
農
民
層
分
解
の
論
理
（
田
坂
）

層
の
落
層
化
と
が
、
現
局
面
に
お
け
る
タ
イ
農
民
層
分
解
の
主
側
面
を

な
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
解
体
化
は
全
階
層
の
一
義
的
崩

落
と
安
易
に
規
定
し
う
る
も
の
で
は
な
く
、
農
民
層
の
広
汎
た
落
層
化

の
な
か
に
あ
っ
て
も
、
上
層
の
ご
く
限
ら
れ
た
農
家
階
層
で
あ
る
に
せ

よ
、
経
営
上
向
化
の
動
き
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
規
模
拡

大
の
可
能
性
を
ま
っ
た
く
否
定
し
て
し
ま
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。
こ
の

点
を
、
単
位
面
積
当
り
実
現
価
値
量
の
側
面
か
ら
検
討
し
て
お
こ
う
。

　
い
ま
経
営
上
向
化
の
蓄
積
源
泉
と
し
て
の
剰
余
の
形
一
成
状
況
を
み
る

と
、
農
業
臨
時
雇
賃
金
水
準
で
の
農
業
投
下
労
働
評
価
を
基
準
と
し
た

剰
余
（
吻
）
は
、
　
一
九
五
五
－
五
六
年
の
時
点
で
は
一
〇
ラ
イ
以
上
の

全
階
層
に
お
い
て
発
生
し
、
と
く
に
四
〇
～
六
〇
ラ
イ
の
最
上
層
に
最

も
厚
い
叫
の
彩
成
が
み
ら
れ
、
そ
の
約
一
〇
年
後
の
一
九
六
四
年
の

時
点
で
は
、
二
〇
ラ
イ
以
上
の
階
層
に
、
な
か
ん
ず
く
八
○
～
一
〇
〇

ラ
イ
層
に
最
大
の
剰
余
（
仙
）
が
形
成
さ
れ
て
い
る
（
第
１
２
表
）
。

　
そ
も
そ
も
剰
余
と
は
、
自
家
労
賃
を
こ
え
る
全
超
過
分
の
こ
と
で
あ

り
、
こ
れ
は
、
土
地
価
格
利
子
に
対
す
る
支
払
能
力
な
い
し
は
地
代
支

払
の
負
担
能
力
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
、
甘
作
農
に
と
っ
て
、

剰
余
が
土
地
価
格
利
子
を
支
払
え
る
ほ
ど
の
大
き
さ
で
あ
る
た
ら
ぱ
、

新
規
の
土
地
購
入
１
１
規
模
拡
大
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
（
四
九
一
）
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．

ト

〉
ｏ
．
ｏ
』

ｏ
ｏ
．
べ

＞
お
．

Ｏ

辞
酋

ｒ
’
／
ｒ
ｆ
／
ｒ
■
工
エ
エ
Ｊ
＼
１
－
－
－
－
－
－
１
－
１
１
＼

嶋

岩
蟹
－
蟹
廿

＞
Ｈ
ミ
．

Ｎ
＞
Ｈ
Ｈ
．
Ｏ
　
　
　
Ｏ
．
Ｏ
Ｏ
．
Ｏ

ｏ
ｏ
ｏ
◎
．
閉

塞
．

ｏ
◎

書
壺

！

お
震
舟

、

さ

＞
Ｈ
ｏ
。
べ
．

ｍ

〉
偉
．

ト

〉
Ｏ
．
１

○
◎

Ｎ
０
一
〇
〇

賢
．
切

お
．

ｏ

〔
轟
雌
〕

－
）
　
畠
留
－
寓
舟
賊
概
蘭
踊
麹
畔
　
鵠
－
ｐ
－
９
ｏ
。
戸
畠
一
ミ
鮒
片
９
お
震
舟
賊
洲
繭
瑛
誰
蛛

肝
蹄
鳩
【
ｄ
ラ
ベ
一
汁
牟
鮒
餅
嚇
麺
。

Ｎ
）
　
昌
－
１
１
酋
漬
餅
１
（
ｏ
＋
く
－
）
。
昌
肥
１
１
酋
芦
蝋
１
（
〇
十
く
旧
）
一
ざ
１
１
酋
漬
駄
１
（
Ｏ
＋
く
－
十
宛
）

ま
た
小
作
農
に
と
っ
て
、
剰
余
が
地
代
支
払
に
充
当
可
能
な
大
き
さ
に

あ
る
な
ら
ば
、
自
家
労
賃
を
切
下
げ
る
こ
と
な
く
小
作
地
を
耕
作
で
き

る
い
う
こ
と
で
あ
る
。
．

　
そ
こ
で
、
剰
余
（
榊
）
マ
ィ
ナ
ス
小
作
料
（
Ｒ
）
、
す
た
わ
ち
萌
芽
的

利
潤
（
巧
）
を
み
る
と
、
一
九
五
五
－
五
六
年
時
点
で
は
二
〇
ラ
イ
以

上
層
に
、
ま
た
六
四
年
時
点
で
は
六
〇
ラ
イ
以
上
層
に
、
そ
れ
ぞ
れ

ム
が
形
成
さ
れ
て
き
て
い
る
（
第
１
２
表
）
。
そ
れ
ゆ
え
両
時
点
の
当
該
階

層
は
、
農
業
臨
時
雇
賃
金
を
自
家
労
働
の
評
価
基
準
と
す
る
か
ぎ
り
、

鵠
ゲ
ヂ
ｏ
．
ｐ

ｏ
ｏ
ガ
ｃ
。
“
ｏ
ｏ
ｏ
〇
一
〇
〇
９
ｏ
ｏ
９

肯
鮒
片
Ｇ
寺
罫
。
轟
圃
望
“
へ
雌
６

土
地
価
格
利
子
に
対
す
な
支
払
能
力
な
い
し
地
代
支
払
の
負
担
能
力
を

移
成
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
経
営
上
向
化
９
可
能
性
を
も
っ
て
い
る

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
逆
に
、
一
九
五
五
－
五
六
年
時
点
で
は
一
〇
ラ
イ

以
下
層
に
、
ま
た
六
四
年
時
点
で
は
二
〇
ラ
イ
以
下
層
に
、
そ
れ
ぞ
れ

自
家
労
賃
（
篶
）
に
ま
で
食
い
こ
ん
だ
マ
イ
ナ
ス
の
「
剰
余
」
が
負
担

さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
両
時
点
で
の
当
該
階
層
は
経
営
競
争
の
水

準
か
ら
ふ
る
い
落
さ
れ
敗
退
し
て
い
く
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、
単
位
面
積
当
り
の
実
現
価
直
量
と
い
う
指
標
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乃

９
７
４
２
３
０

十

０
３
４
３
９
２

２
３
５
８
２
２

Ｃ

１
１
「
ｏ
３
２
一
ｎ
ｚ
ｎ
１
ん

年

．

４

乃

５
４
３
７
５
４

十

り
ん
４
４
０
つ
ｏ
７

６

Ｑ
リ
ｏ
リ
３
１
１
ｏ
リ
８

Ｃ

つ
ｄ
１
１
１
１
１

９１

１
層

０
ｑ
Ｕ
ｇ
ｏ
Ｊ
ｏ
Ｊ

↓
刈
↓
吋
刈
ト

皆
ド

１
↓
（
）
０
０
０
０

２
４
６
８
１
↓

乃

１
■
７
７
ｏ
リ
７
（
ｏ

十

Ｑ
Ｊ
８
４
１
１
（
ｏ
４

Ｃ

７
６
６
２
６
４
７
４
３
３
２
３
一

年

１

６

乃

一
Ｌ
ｏ
［
ｏ
５
一
Ｌ
ｏ
〔
Ｊ
［
ｏ

５
■

十

Ｑ
ｏ
５
９
９
５
ｏ
）

７
‘
ｏ
ｏ
８
（
ｏ
４
７
‘

５

Ｃ

つ
リ
２
１
１
１
１
１
１

５９１

■
層

１
０
２
０
３
０
４
０
６
０
均

～
～
一
一
～

皆ド

１
ｕ
２
１
飢
４
１
平

合
に
の
み
い
え
る
、
隈
定
的
で
不
安
定
た

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

金
（
乃
）
基
準
で
の
正
常
た
剰
余

五
－
五
六
年
に
は
四
〇
～
六
〇
ラ
イ
層
に
彩
成
さ
れ
て
い
た
が
、

年
時
点
で
は
八
○
～
一
〇
〇
ラ
イ
層
の
き
わ
め
て
僅
か
な
量
を
の
ぞ
い

て
そ
の
実
現
を
み
て
い
な
い
の
で
あ
る
（
第
１
２
表
）
。
し
た
が
っ
て
杜
会

的
標
準
的
賃
金
を
自
家
労
働
の
評
価
基
準
と
す
る
か
ぎ
り
、
萌
芽
的
利

　
　
　
　
タ
イ
農
民
層
分
解
の
論
理
（
田
坂
）

　
で
み
る
か
ぎ
り
、
一
九
五
五
－

　
五
六
年
の
時
点
で
は
三
０
２
四

　
〇
ラ
イ
層
を
分
岐
点
と
し
て
、

　
ま
た
、
六
四
年
時
点
で
は
四
〇

　
～
六
〇
ラ
イ
層
を
分
岐
点
と
し

　
て
、
経
営
の
上
向
化
と
没
落
化

　
の
進
行
と
い
う
方
向
性
を
示
し

　
て
い
る
。

　
　
た
だ
し
、
注
意
す
べ
き
は
、

　
そ
の
経
営
上
向
化
は
、
農
業
臨

　
時
雇
賃
金
（
”
）
水
準
で
の
自

　
家
労
働
評
価
を
前
提
と
し
た
場

　
　
　
「
発
展
」
の
可
能
性
に
す
ぎ

　
　
第
一
に
、
杜
会
的
標
準
的
賃

（
吻
）
の
彩
成
を
み
る
と
、
一
九
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

潤
（
巧
）
は
そ
も
そ
も
最
初
か
ら
問
題
に
な
り
え
ず
、
こ
の
場
合
、
土

地
価
格
利
子
の
支
払
能
力
に
。
し
ろ
地
代
支
払
の
負
担
能
力
に
し
ろ
、
全

階
層
に
お
い
て
形
成
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
杜
会
的
標

準
的
賃
金
水
準
か
ら
の
大
幅
な
控
除
を
ふ
く
ん
だ
、
い
わ
ゆ
る
「
自
已

搾
取
」
的
な
Ｗ
水
準
を
農
業
投
下
労
働
の
評
価
基
準
と
し
た
場
合
に

の
み
、
上
位
層
に
お
い
て
地
代
負
担
能
力
つ
ま
り
経
営
上
向
化
が
可
能

と
な
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
第
二
に
、
剰
余
　
　
　
叫
に
し

　
　
２
ろ
ｍ
に
し
ろ
　
　
を
実
現
し
う
る
限
界
階
層
か
、
一
九
五
五
－
五
六

年
か
ら
六
四
年
に
か
け
て
不
断
に
上
昇
し
（
第
１
２
表
）
、
剰
余
の
再
投
資

に
よ
っ
て
上
向
的
発
展
を
と
げ
て
い
く
階
層
そ
の
も
の
が
量
的
に
微
弱

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ぼ
、
一
九
六
〇
年
代
半
ぱ
時
点
に
お

げ
る
最
高
剰
余
取
得
階
層
で
あ
る
八
○
～
一
〇
〇
ラ
ィ
層
（
自
作
）
の

農
家
構
成
比
は
、
第
ｕ
表
が
明
示
す
る
と
お
り
、
一
九
六
五
年
か
ら
七

一
年
に
か
け
て
一
二
％
か
ら
五
％
に
縮
小
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

意
味
に
－
お
い
て
、
さ
き
の
経
営
上
向
化
の
順
調
た
展
開
は
、
低
米
価
メ

ヵ
ニ
ズ
ム
の
作
用
を
う
け
て
容
易
た
も
の
で
は
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
え

な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
問
題
は
、
た
ん
に
、
経
営
上
向
化
の
定
着
化
が
容
場
た

も
の
で
は
な
い
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
ら
た
い
。
よ
り
重
要
た
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
（
四
九
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
六
巻
・
第
三
号
）

経
営
を
拡
大
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
発
展
の
道
を
切
り
開
い
て
い
く
よ
り

も
、
む
し
ろ
土
地
所
有
に
寄
生
し
、
地
主
化
し
て
い
く
可
能
性
を
よ
り

多
く
孕
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
１
２
表
（
お
よ
び

第
－
図
）
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
最
大
限
の
剰
余
１
１
経
営
収
益
は
、
一
九

六
四
年
時
点
で
は
八
○
～
一
〇
〇
ラ
イ
層
に
お
い
て
発
生
し
、
剰
余
は

こ
の
層
を
限
界
と
し
て
そ
れ
以
上
の
層
で
は
む
し
ろ
低
下
し
て
き
て
い

る
。
と
い
う
こ
と
は
、
当
該
生
産
力
水
準
の
も
と
で
は
経
営
収
益
の
上

昇
を
め
ざ
し
た
規
模
拡
大
が
稲
作
部
門
に
関
す
る
限
り
八
○
～
一
〇
〇

ラ
イ
観
模
に
お
い
て
一
つ
の
隈
界
に
直
面
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
上
位
層
は
、
剰
余
を
経
営
規
模
拡
大

・
深
化
の
た
め
に
再
投
資
し
経
営
収
益
の
上
昇
を
め
ざ
す
よ
り
も
、
農

業
経
営
と
は
遊
離
し
た
土
地
所
有
の
拡
大
に
投
下
し
て
小
作
料
収
取
を

め
ざ
す
か
、
あ
る
い
は
高
利
貸
資
金
と
し
て
運
用
し
て
利
子
取
得
を
め

ざ
す
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
げ
だ
し
、
低
米
価
の
も
と
で

の
経
営
収
益
よ
り
も
土
地
所
有
朴
得
な
い
し
利
子
取
得
の
ほ
う
が
有
利

な
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
経
営
上
向
化
は
限
定
的
で
不
安
定

な
「
発
展
」
の
可
能
性
に
と
ど
ま
り
、
絶
え
ず
寄
生
地
主
化
の
可
能
性

が
つ
き
ま
と
う
こ
と
に
た
る
。

　
た
だ
し
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
分
解
基
準
の
上
昇
の
も
と
で
農
家
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
（
四
九
四
）

済
の
広
汎
な
解
体
化
の
進
行
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
し
か
し
そ
れ
は
全
階

層
の
一
義
的
な
崩
落
と
簡
単
に
規
定
し
う
る
も
の
で
は
た
く
、
限
定
的

で
不
安
定
な
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
経
営
上
向
化
の
可
能
性
も
存
在
す
る

こ
と
　
　
以
上
二
点
を
確
認
し
た
に
と
ど
ま
り
、
基
本
的
間
題
と
し
て
、

上
層
農
に
お
け
る
質
地
地
主
化
（
↓
寄
生
地
主
）
と
下
属
農
に
お
げ
る
質

地
小
作
化
（
本
来
の
小
作
農
）
の
二
問
題
が
、
今
後
、
さ
ら
に
考
察
さ

れ
る
べ
き
分
解
論
理
の
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
別
の
機
会
に
稿

を
あ
ら
た
め
て
論
じ
た
い
。

　
□
追
記
］

　
　
本
稿
の
作
成
に
あ
た
り
、
北
原
淳
、
伊
藤
正
二
、
西
澤
信
善
の
三

　
氏
よ
り
資
料
そ
の
他
に
つ
い
て
援
助
を
受
げ
た
。
と
り
わ
げ
北
原
、

　
伊
藤
の
両
氏
か
ら
は
貴
重
な
批
評
を
賜
わ
り
、
稗
益
す
る
と
こ
ろ
が

　
多
か
っ
た
。
ま
た
、
大
藪
輝
雄
教
授
は
い
つ
も
な
が
ら
懇
切
な
指
導

　
を
与
え
ら
れ
た
。

　
　
た
お
、
本
稿
で
手
っ
か
ず
と
し
て
残
さ
れ
た
論
点
の
う
ち
の
い
く

　
つ
か
は
、
大
阪
経
済
法
科
大
学
『
経
済
論
集
』
第
二
号
お
よ
び
第
三

　
号
（
一
九
七
七
年
度
）
に
連
載
さ
れ
る
、
拙
稿
「
タ
イ
農
民
層
分
解

　
の
形
態
」
に
お
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
参
照
し
て
い
た
だ
げ
れ
ぱ
、

　
幸
甚
で
あ
る
。


